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：当面する行政課題 ］ 
非常に厳しい時代です。しかし、私はこの厳しい時代の挑戦から、決し

て逃げるつもりはありません。「次の世代に美しいふるさとを渡そう」のス

ローガンのもと「経世済民」を旨とし、時代の挑戦を「受けて立ちましょ
まいしん

う」の気概を持って市政運営に邁進します。

新しい市立病院を「いやし」 のサロンに
►地域の中核病院・予防医
療の拠点として6月オープン

市民の皆様待望の新病院

が、いよいよ6月にオープン

します。病床数300床、診療

科目16科を備える地域の中

核病院です。予防医療の拠

点として、保健•福祉・医

療を統合する拠点として、

そして何より救急医療には

大きな信頼を得られるよう努力しなければなりません。市民に愛される、ま

• さに「いやし」のサロンにしたいところです。
►経営は独立採算の気概を持って
医療内容に加え経営についても、独立採算の気概を持ち収益性を高めるよ

う努めなければなりません。職員一丸となって運営に当たりますので、多く

の市民の皆様にご利用いただきたいと思います。

行財政改革のさらなる推進
►職員数の削減や給与の適 ；
正化、職務給を導入

日野市財政の一番の問題 片う

点である「人件費」削減に 1,

は、さらなる努力が必要で

す。職員数の削減や給与の '<'

適正化など、第 2次行財政 l!

改革大綱に基づく数値目標

を、一層高めなければなり

ません。とりわけ給与につ

いては、職務給の導入はもとより各種手当など大幅な見直しが求められます。

►保育園の公設民営化ヘステップを
民間活力の導入も、引き続き前進させなければなりません。学校給食の民

間委託の次は、職員数の多い保育園の公設民営化へのステップを考える時期

でしょう。 《2面・ 3面につづく 》

図
い
闘

平成14年度

所信表明

私
は
、
昨
年
4
月
、
幅
広
い
市
民

の
皆
様
の
ご
信
任
を
得
て
、
引
き
続

き
日
野
市
長
の
職
務
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

＠ 

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
長
か
ら
所

信
表
明
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
号
で
は
そ
の

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

私
の
原
点
は
…

①
戦
争
を
決
し
て
許
さ
ず
、
日
本
国

憲
法
の
崇
高
な
理
念
を
守
る
立
場
か

ら
世
界
の
恒
久
平
和
の
た
め
に
働
く

こ
と
②
弱
い
立
場
に
あ
る
人
を
ま
ず
考
え

る
こ
と

こ
の

2
つ
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
政
運
営
の
基
本
と
し
て

翌
妙
言
望
宮
宕
言

①
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
基

づ
く
「
市
民
参
画
」
の
市
政

②
「
環
境
に
や
さ
し
い
」
市
政

③
「
経
営
感
覚
」
を
も
っ
た
効
率
的
な
市

政の
3
点
を
掲
げ
、
市
民
福
祉
向
上
の

た
め
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド
面
を

含
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
幅
広
い
分
野

に
お
い
て
、
然
る
べ
き
成
果
を
上
げ

つ
つ
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
我
が
国
の
経
済
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ

の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
、
長
引
く

不
況
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
状
態
で
す
。

そ
の
た
め
、
市
税
収
入
も
底
ば
い
を

続
け
て
い
ま
す
。
長
引
く
不
況
の
時

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
市
民
要
望
は
複
雑

多
岐
に
わ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
日

野
市
は
今
、
財
政
の
立
て
直
し
と
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
と
い
う
二
律

背
反
の
間
で
非
常
に
難
し
い
舵
取
り

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
私
は
、
決
し
て
ひ
る
む
こ

と
な
く
、
明
る
＜
前
向
き
に
市
政
運

営
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。
よ
ろ
し

く
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

平成14年第 1回定例会の開会にあたり、市政への所1言
と新年度予算の概要を申し述べ、議員各位ならびに市民

の皆様に、一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。

日野市長

ひろ みち

馬斗ぅ頌出
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［当面する行政課題 〈 1 面からのつづき 〗〉J

弱い人にやさしいまちづくり
► 障害者・高齢者が気軽に出歩ける
まちに

交通弱者といわれる、障害者や高

齢者が気軽に出歩けるまちでありた

い。車の通る道と人の歩く道を分け、

「歩くこと」を基本にしたまちづく

りを進めたいところです。

►新市立病院へのアクセスを向上
車道と歩道の段差を少なくするほ

か、新市立病院へのアクセス向上に

も努めてまいります。 ▲バリアフリー化により改良された百草園駅前

► ユニバーサルデザインのまちづくりを
鉄道の駅など公共施設のバリアフリー化を進め、

（注）のまちづくりを視野に入れていきます。

注…年齢や障害の有無に関係なく、すべての人に使いやすいデザイン

ユニバーサルデザイン

「学校週5日制」を前向きに
►生涯学習の枠を広げます～育
成会活動を支援

学校週5日制を、教育改革の

第一歩として前向きにとらえた

いと思います。生涯学習の枠を

広げるとともに、家庭や地域に

独自の教育力を取り戻そうとす

る育成会などの活動を支援しま

す。

► 開かれた学校への施策を推進
学校現場でも「選べる学校制

度」 2年目を迎え、新たな模索が始まっています。学校施設の充実に向け財

政計画を明確にするほか、開かれた学校への施策をさらに進め、藤畜 して

いた義務教育のありようを大きく変えるきっかけにしたいところです。

職員はサービスマンであれ
►夜間・休日に開庁ヘ・職員の接遇をさ
らに改善

市民へのサービス提供のため市役所が

あり、職員がいるのです。夜間や休日開

庁を推進するほか、接遇にはさらなる改

善に努めてまいります。

また、職員自身が充実感をもってそれ

ぞれの職務に当たってほしい。仕事への

満足度が向上してこそ、市民の皆様の満

足度も向上するからです。

► 「ワンストップサービス」のため、新たな組織を整備
事務のIT化が進むなか、複数の業務を横断的に対応する窓口のありよう
が求められています。いわゆる「ワンストップサービス」（注）に少しでも

近づくことが出来るよう、新たな組織を整備したいと思います。それこそが

市民本位の市役所であると考えるからです。

注…1つの窓口で全ての手続きができること

第1036号平成 14年4月1B

子育て支援の新しい仕組みへ
►低年齢児の保育枠を拡大

の；；::i竺悶二つ切`り：t 
若い人にとって子育てしやすい環境を

整備することです。不況が長期化する

中で、働くお母さんたちがますます増

えています。

保育園の待機児を解消するため、民

間の活力も導入し低年齢児の保育枠の

拡大に努めなければなりません。

►幼稚園・保育園の枠を超えた新しい仕組みづくりを

現在の幼稚園や保育園の枠を超えた、新しい仕組みの立ち上げに踏み出す

必要があります。検討中のプロジェクトチーム（注）の成果を生かし、子育

ち子育てを支える新たな施策に結びつけたいところです。

注…課題解決のため編成された組織

本格的な「総合体育館」建設に向け準備を
► PFIなど民間活力の導入で低コス
トの有意義な施設に

いよいよ本格的な「総合体育館」

建設に向け作業に入ります。市内の

各種スポーツ団体の長年の夢であ

り、幅広い市民の健康増進の拠点と

して待ち望まれていた施設です。

建設にあたっては、 PFI（注）な

ど民間活力の導入を視野に入れつ

つ、安いコストで有意義な施設となるよう進めていきます。 3年ほどの計画

になりますが、関係する市民の皆様のご意見をいただきながら、実現へのス

テップを踏んでいきます。

►市民参画で運営を
運営についても、市民参画の方式を基本にしたいと思います。

注…民間資金を活用した公共施設整備

「経世済民」でゆこう
►市役所も経済活動を
この大型不況のなか効果的な行政

を進めるには、私たち市役所も経済

活動を考えなければなりません。

「出るを制する」だけでは不十分で

す。明治維新を成し遂げた薩摩や長

州の若者たちの経済感覚に学ぶとき

です。まちの活性化の原点は、地域

経済の活性化にあると思います。

►民間委託を一歩進め、コ・ソ一 ン`ングへ
資産は管理するだけのものではありません。運用するものです。市が持っ

ている資産・ノウハウと、民間が持つ資産・ノウハウを上手に融合し運用し

て、収益を上げ市民に還元する施策、すなわち「入るを図る」施策を展開す

るときが来ています。地域の新たな雇用促進も視野に入れ、民間委託から一

歩進めて、コ・ソーシング（注）の手法を身につけたいと思います。

►職員一人一人が市のセールスマンに
日野市全体を一つの大きな企業と考え、職員一人一人がそのセールスマン

になる、そのくらいの気構えを持ちたいところです。

注…民間と市役所が相互の情報・技術を活用しあい、より良いシステムを作ること

以
上
、
市
政
運
営
の
基
本
な
ら
び
に

平
成
14
年
度
予
算
の
概
要
を
申
し
上
げ

ま
し
た
。

私
は
、

2
期
目
を
迎
え
た
市
長
と
し

て
、
引
き
続
き
日
野
市
民
全
体
の
奉
仕

者
の
立
場
に
立
ち
、
市
民
の
皆
様
に
分

か
り
や
す
い
市
政
を
心
が
け
つ
つ
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り
組
む
決
意
で
す
。

年
々
、
厳
し
さ
を
増
す
市
の
財
政
状

況
で
す
が
、
全
力
を
傾
け
て
こ
の
財
政

お
わ
り
に

市
税
は
、

267
億
4
千

400
万
円
で
、

前
年
度
比
1
.
3
％
増
と
な
り
、
平
成

10
年
度
以
来
、
4
年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
に

転
じ
ま
し
た
。

市
債
は
、

33
億
1
千

700
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ

15
億
6
千

600
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
、
土

地
開
発
公
社
経
営
健
全
化
計
画
の
実
施

に
よ
る
も
の
で
す
。
（
市
債
が

30
億
円

の
大
台
に
乗
っ
た
の
は
、
平
成
7
S
8

年
度
以
来
で
す
）

普
通
地
方
交
付
税
は
、

8
億
2
千
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ

3
億
円
ほ
ど
減

を
見
込
み
ま
し
た
が
、
交
付
税
制
度
改

正
に
よ
る
臨
時
財
政
対
策
債
は

8
億
円

と
、
前
年
度
よ
り
1
億
円
強
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

利
子
割
交
付
金
は
、

5
億
5
千

100

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
2
億
円
強
の

減
と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
1
2
S
1
3
年

度
に
わ
た
る
定
期
預
金
満
期
に
伴
う
収

入
増
期
が
去
っ
た
た
め
で
す
。

基
金
繰
入
金
は
、
病
院
基
金
を
除
き

■歳
人 456

億
1
千

200
万
円

前
年
度
比
ー
．

5
％
減

一
般
会
計

平
成
14
年
度
の
国
の
予
算
は
財
政
再

建
路
線
の
緊
縮
型
で
あ
り
ま
す
。
東
京

都
の
予
算
も
国
と
同

一
基
調
で
す
が
、

特
に
「
危
機
対
応
型
予
算
」
と
称
さ
れ

て
い
ま
す
。

特
別
会
計

予
算
編
成
方
針
は
「
財
政
再
建
計
画

に
沿
っ
た
行
財
政
改
革
遂
行
型
予
算
」

を
基
調
と
し
、

一
般
職
の
人
件
費
3
億

4
千
万
円
の
削
減
な
ど
、
内
部
努
力
に

よ
る
更
な
る
経
費
の
圧
縮
を
図
り
ま
し

こ
。
t
 平成
14
年
度
予
算
の
特
徴
は
、
市
民

参
画
で
策
定
さ
れ
た
「
日
野
い
い
プ
ラ

ン
2
0
1
0
（第
4
次
日
野
市
基
本
構

想
・
基
本
計
画
）
」
に
基
づ
く
実
施
計

画
の
事
業
化
と
土
地
開
発
公
社
経
営
健

全
化
計
画
事
業
を
重
点
に
据
え
つ
つ
、

情
報
化
、
ま
ち
づ
く
り
、
少
子
・
高
齢

化
対
策
な
ど
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、

将
来
展
望
に
配
慮
し
た
予
算
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

412
億
6
千

375
万
円

前
年
度
対
比
1
1
.
1
％
減

特
別
会
計
は
、
総
額

412
億
6
千

375

万
円
で
、
前
年
度
対
比
1
1
.
1
％
減
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
病
院
建
設

事
業
の
ピ
ー
ク
期
が
過
ぎ
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

な
お
、
平
成
14
年
度
予
算
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
広
報
5
月
1
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

状
態
を
乗
り
切
る
決
意
を
新
た
に
す
る

と
と
も
に
、
山
積
す
る
行
政
課
題
に
対

し
、
常
に
前
向
き
に
行
動
す
る
市
長

と
し
て
精
一
杯
努
力
す
る
所
存
で
す
。

市
議
会
議
員
各
位
な
ら
び
に
全
て

の
市
民
の
皆
様
に
、
改
め
て
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成

14
年
度
予
算
ぼ
と
主
要
事
業
（
本
紙

3
面
参
照
）
に
つ
い
て
の
説
明
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■歳
出

財
源
調
整
と
し
て
取
り
崩
す
の
は

1
億

3
千
500
万
円
で
す
。

平
成
14
年
度
予
算
⑤
に
つ
い
て

R 
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平成14年度の主要事業
Rふれあいのあるまちつくり

［①参画と協働のまちづくり ］ 
①市民参画で策定した「日野いいプラン2010」を推進

②電子自治体に向けた電算化総合計画、窓口の総合化に

向け税総合システム事業を推進

③NPO（市民活動団体）支援

④土地開発公社の経営健全化、不要不急の公有地・市有

地の有効活用と処分

⑤市民参画で策定した都市計画マスタープランに基づき

地域別まちづくり条例構想を具体化

≪叶比訊四’”正証化・
①介護保険施設待機者の解消、地域型在宅介護支援セン

ターの整備等（高齢者支援事業）

②成年後見制度利用者支援、知的障害者更生施設入所枠

の確保、生活寮運営費補助、精神障害者施設の立ち上

げ支援等（障害者対策事業）

③ブックスタート（注l)、待機児の解消、 トワイライト

ステイ（注2)、子ども家庭支援センターの充実、学童

クラブの充実等（子育て支援事業）

④男女平等推進事業をさらに推進

注l…乳幼児健診に参加した赤ちゃんと保護者に絵

本・パンフレットをプレゼントすること

注2…保護者の帰宅が夜間になり養育できない場合、

夕方～夜に児童を預かること

r⑨安全で安心なまちつくり ――-] 

ーし‘‘な

①消防自動車の購入と自主防災組織育成など、消防施

設・設備の充実

②市民参画により市内道路を点検、改善必要箇所の把握

と資料収集に努め、歩

道・車道の段差解消等

を

③駐輪場の整備

④市民参画による特徴あ

る公園づくり（公園の

バリアフリー化と小構

公園の整備）

＠ヽ坤9墨l中沼I引ふけ詞屯”
①年次計画に沿った小・中学校校舎等の計画的整備

（今年度は夢が丘小の大規模改造・耐震補強及び二中の

耐震補強工事等）

②小・中学校のIT教育推進のため、パソコン配置と教室

の整備を全校で完了

③地域イントラネット及び住

民基本台帳ネットワークシ

ステム等の情報通信網の整

備

④小学校に教育補助者を配置

し、少人数授業を

響訳試咽{,屈忍四屯正、9王Z“',
①新市立病院を開院するとともに、経営健全化を。かか

りつけ医機能を高めるとともに、生活習慣病の予防・

健診を実施

②元気な高齢者づくり事業を推進

［⑧住みやすいまちつくり J 
①土地区画整理事業について、効率化、省力化を図り、

投資効果の高いメリハリのある事業を

②日野駅改良および駅周辺地区密集住宅市街地整備を引

き続き促進

③下水道整備の促進による快適な都市機能の早期実現の

ため、モデル地区を設定し水洗化を普及

«遺胃｛忍9ぷ滋年＇平と―|正Z囚隕■~
①26市中初めてのモデルケースとして地域新エネルギー

ビジョンを策定、地域に適合した新エネルギーの導入

に関する基本方針を策定

②潤いとやすらぎのあるまちづくりの重要な要素である

用水・湧水を保全し有効活用を

③百草地区等の緑地取得、市内緑地を保全

④農あるまちづくりを進めるため地域で農業を支える仕

組みづくり

⑤庁用車に天然ガス車を導入し、地球環境への負荷を低減

O° 

゜

①豊田下地区センターを新築移転、火災で焼失した南平

西部地区センターの建設準備

②子ども会議の設置に向けた具体的な検討

③翡幡台小と程久保小の統廃合により廃校となる高幡台

小の将来利用について、市民参画で計画づくり

----| --…―------』①高齢者や障害者はもとより、すべての人に優しいユニ

バーサルデザイン

を取り入れ、地域

に合った市道の整

備

②丘陵地のワゴンタ

クシーを引き続き

運行。市内ミニバ

ス路線を増便

“4中力？与1}A註討；．
①高幡不動参道と駅南北周辺のまちつくりを整備、商店

街の活性化を

②東西交通として将来国道となる日野バイパス、南北交

通の高幡橋～モノレール甲朴l街道駅線、および四ツ谷
地区のJRとの立体交差線整備を整備
③一番橋通りの整備

④都市農業に取り組

む意欲的な農業者

グループを育成支

援（農業の担い手

育成事業）

⑤商店街の夏祭り等

のイベントに対す

る助成など積極的

に支援 （地域尚業

活性化事業）

⑥長引く不況に対応

するため、緊急地

域雇用特別事業な

どで市民の雇用を

促進

昭
和
62
年
に
施
行
さ
れ
た
日
野
市
情

報
公
開
条
例
を
、
最
近
の
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
全
面
的
に
見

直
し
ま
し
た
。
こ
の
見
直
し
は
、
昨
年

9
月
の
日
野
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
運
営
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

情
報
公
開
制
度
は
、
行
政
の
透
明
化

を
図
る
と
と
も
に
、
市
政
へ
の
市
民
参

画
を
進
め
る
上
で
前
提
と
な
る
情
報
共

有
の
た
め
の
手
段
と
な
り
ま
す
。

主
な
改
正
点

マ
説
明
責
任
を
明
記

市
は
、
住
民
に
対
し
市
政
に
つ
い
て

説
明
す
る
責
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

マ
対
象
文
書
の
範
囲
拡
大

今
ま
で
は
、
公
開
請
求
の
対
象
と
な

る
文
書
の
範
囲
が
一
定
の
決
裁
手
続
き

を
済
ま
せ
た
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
市
が
業
務
で

利
用
・
保
存
す
る
文
書
で
あ
れ
ば
請
求

で
き
ま
す
。

マ
公
開
が
原
則

非
公
開
と
す
る
情
報
の
範
囲
を
必
要

最
小
限
に
限
定

・
列
挙
し
、
原
則
公
開

の
趣
旨
を
徹
底
し
ま
し
た
。

▼
審
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク

存
否
応
答
拒
否
（
個
人
情
報
保
護
等

の
た
め
、
情
報
の
有
無
を
も
明
ら
か
に

し
な
い
で
請
求
を
拒
否
す
る
こ
と
）
を

し
た
場
合
や
非
公
開
と
し
た
理
由
に
よ

4
月
1
日
か
ら
預
金
保
険
法
に
よ
る

ペ
イ
オ
フ
が
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

ペ
イ
オ
フ
と
は
、
預
金
先
の
金
融
機

関
の
経
営
が
破
た
ん
し
た
場
合
、
預
金

等
の
払
い
戻
し
は
、
元
本
1
千
万
円
と

そ
の
利
息
等
を
保
護
す
る
と
い
う
預
金

保
険
制
度
で
す
。

市
が
こ
れ
ま
で
普
通
預
金
と
定
期
預

金
で
管
理
を
し
て
き
た
公
金
預
金
も
、

I
~
‘
“
'

い
わ
『

，
 

っ
て
は
、
そ
の
判
断
が
適
切
で
あ
っ
た

か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
審
議
会
へ
の

報
告
を
義
務
付
け
ま
し
た
。

マ
外
郭
団
体
等
の
情
報
公
開

市
が
出
資
や
人
的
支
援
な
ど
を
行
う

団
体
の
う
ち
特
定
の
も
の
（
施
行
規
則

に
明
示
）
に
つ
い
て
は
、
情
報
公
開
に

必
要
な
具
体
的
措
置
を
と
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
し
、
市
に
対
し
て
も
こ
れ
を

指
導
す
る
責
務
を
課
し
ま
し
た
。

マ
公
表
・
提
供
施
策
の
拡
充

公
開
請
求
を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、

市
は
積
極
的
に
情
報
を
公
表
、
提
供
す

る
よ
う
施
策
を
講
じ
て
、
情
報
公
開
を

総
合
的
に
推
進
す
る
よ
う
努
力
す
べ
き

旨
を
規
定
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
従
来

よ
り
市
政
図
書
室
を
通
じ
て
市
政
情
報

の
提
供
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
I
T
化
の
進
行
状
況
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
よ
り
簡
易
・
迅
速
に
市
政
情

報
が
入
手
で
き
る
よ
う
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

相
談
・
案
内
・
目
録
検
索

情
報
公
開
に
関
す
る
相
談
、
案
内
や

文
書
目
録
の
検
索
は
、
市
役
所
1
階
の

情
報
公
開
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
政
図
書
室
で
は
市
政
資
料

に
限
ら
ず
、
都
や
多
摩
地
区
各
市
町
村

の
行
政
資
料
や
地
方
自
治
関
係
の
資
料

も
収
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
総
務
部
庶
務
課
文
書
係

ペ
イ
オ
フ
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
ペ
イ
オ
フ
に
備
え
、
公
金
の

預
金
は
安
全
を
第
一
と
し
た
方
針
の
も

と
、
地
域
金
融
機
関
と
の
信
頼
を
構
築

し
、
市
民
の
理
解
の
も
と
に
金
融
環
境

の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
会
計
課

は
安
全

R
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■民
年
金
の
手
編
き
が
蛮
わ
り
ま
す

千

83
円
6
カ
月
分
を
前
納
す

゜
保
険
料
の
取
り
扱
い
が
市
か
ら
国
へ

2

4
月
分
の
保
険
料
か
ら
、
国
（
社
る
と

650
円
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。

会
保
険
庁
）
が
発
行
す
る
納
付
書
で

学
生
さ
ん
に
は
納
付
特
例
制
度

納
め
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
は
、
全

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
で
本
人
の

国
の
銀
行
、
郵
便
局
、
農
協
、
漁
協
、
前
年
所
得
が
年
問
68
万
円
（
年
収
約

信
用
組
合
、
信
用
金
庫
、
労
働
金
庫
、

133
万
円
）
以
下
の
場
合
に
は
、
保

社
会
保
険
事
務
所
で
納
め
る
こ
と
が
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

で
き
ま
す
。
市
役
所

・
七
生
支
所
の
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
13

窓
口
で
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
年
度
に
承
認
を
受
け
た
方
も
再
度
5

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

月
末
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

な
お
、
市
で
発
行
し
た

13
年
度
分
ま
た
、
こ
れ
ま
で
対
象
外
と
さ
れ

の
保
険
料
は

4
月
30
日
凶
ま
で
に
納
て
い
た
夜
間
部
、
定
時
制
課
程
及
び

付
し
て
く
だ
さ
い

。
5
月
1
日
困
以
通
信
制
課
程
の
学
生
も
対
象
に
な
り

降
は
、
市
で
発
行
し
た
納
付
書
は
使
ま
す
。

用
で
き
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
半
額
免
除
制
度
ス
タ
ー
ト

ま
た
、

4
月
か
ら
の
国
民
年
金

保

国

民

年

金

保

険

料

を

納

め

る

こ

と

険
料
は
、

13
年
度
と
同
じ

1
万
3
千
が
困
難
な
方
に
は
、
保
険
料
が
免
除

300円
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

4
月
30

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

日

g
ま
で
に
1
年
分
前
納
す
る
と
、
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
全
額
を
免
除

面
生活
＂

■4
月
の
人
権
擁
護
委
員
活
動

マ
地
域
座
談
会

（学
び
・
気
づ
き
の

場）百
日
時
1
1
2
5
日
因
午
前
10
時
！
正
午

▽
会
場
11
生
活
・
保
錐
セ
ン
タ
ー

▽
テ
ー
マ
11
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

▽
講
師
11
平
澤
千
餞
子
氏
（
弁
護
士
）

※
申
し
込
み
不
要
、
匝
接
会
場
へ
。

保
育
あ
り
、

事
前
に
申
し
込
み
を

h
子
ど
も
自
然
体
験
活
動
（
笑
顔
で

キ
ャ
ン
プ
1-
）
5
檜
原
フ
ァ
イ
ト
村

詈
日
程

"
2
1
日
向
※
日
帰
り

叉
内
容
11
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

▽
対
象
＂
小
・
中
学
生

▽
定
貝
1
1
1
8
人
（
先
着
順
）

ヱ
費
用

11
2
千
円
（
交
通
費
ほか）

▽
中
込
み
1
1
1
5
H
⑤
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
哀
面
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、

〒

191
|
0
0
2
2
新
井

863
の
64
平
消
太
郎
へ

て
君
と
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
電
話
・
面
接
・
匿
名
相
談
可
）

ヱ
内
容

11
子
ど
も
人
権
オ
ン
プ
ズ
マ

ン
に
よ
る
、
い
じ
め
・
体
罰
・
不
登

校
・
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談
※
秘
密

厳
守
▽
電
話

(
F
A
X
)
番
号
11
昼
問

0
4
2
.
3
7
1
.
2
4
6
6
、
夜
間
5
9
1
.
2

3
1
5
※
F
A
X
は
2
4
時
間
受
付

以
上
ヱ
問
合
せ
先

11
市
長
公
室
市
・

民
相
談
担
当

(
6
585
.
2
0
0
0
)

■自
転
車
に
乗
っ
た
ら
あ
な
た
も
ド

ラ
イ
バ
ー
ー
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

自
転
車
は
手
軽
で
便
利
な
乗
り
物

で
す
が
、
信
号
無
視
や
夜
問
の
無
灯

火
走
行
な
ど
の
交
通
違
反
、
マ
ナ
ー

の
低
下
に
よ
る
交
通
串
故
、
お
よ
び

駅
周
辺
道
路
へ
の
放
置
自
転
車
等
の

迷
惑
行
為
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
自

転
車
を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に
、

次
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
②
信
号
や

標
識
に
従
っ
て
走
る
③
見
通
し
の
悪

い
交
差
点
で
は
、
必
ず
止
ま
っ
て
安

馨
饂
に
調
嶋
た

蓼
督
皇
小
摩
椒
が

`
’
g
 

4
月
に
、
旧
高
幡
台
小
と
旧
程
久

保
小
を
統
合
し
た
新
し
い
学
校
「
夢

が
丘
小
学
校
」
が
開
校
し
ま
す
。

新
た
な
校
名
を
つ
け
る
に
あ
た
っ

て
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見

・ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
c

夢
が
丘
小
学
校
の
「
夢
」
に
は
、

子
ど
も
達
へ
末
来
を
託
す
と
い
う

歩
、
教
育
委
員
会
教
育
目
標
で
あ
る

「
つ
く
ろ
う
夢
を
」
に
託
さ
れ
た
夢
、

前
向
き
に
自
ら
考
え
、
行
動
し
、
希

望
に
向
か
っ
て
生
き
て
い
く
子
ど
も

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
保
護
者
の

夢
、
そ
し
て
、
自
己
実
現
に
向
か
っ

て
自
分
探
し
の
旅
を
続
け
て
い
き
た

い
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
夢
が
込
め

，
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
夢
を
、
両
校
の
自
然

環
境
を

一
言
で
表
す
「
丘
」
と
結
び
、

学
校
名
と
し
ま
し
た
。

夢
が
丘
小
の
校
舎
は
、
旧
程
久
保

小
を
2
年
問
の
予
定
で
大
規
模
改
造

上
事
を
行
い
、
新
し
い
機
能
を
整
備

し
た
後
、
使
用
し
ま
す
。
そ
の
間
、

旧
高
幡
台
小
の
校
舎
を
仮
校
舎
と
し

て
使
用
し
ま
す
。

今
後
も
、
学
校
運
営
が
円
滑
に
推

進
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
（
市
教
育
委
員
会
）

全
を
確
認
④
暗
く
な
っ
た
ら
、
日
立

つ
色
の
服
装
や
、
反
射
材
を
身
に
つ

け、

早
め
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
る

（市
管
理
課
・
日
野
警
察
署
）

■放
置
自
転
車
等
は
撤
去
し
ま
す

自
転
車
等
は
、
駐
輪
場
等
の
決
め

ら
れ
た
場
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
等
放
僅
禁
止
区
域
（
駅
固

辺
半
径

300
ば
く
ら
い
）
の
公
共
の

場
所
等
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
等

は
、
保
管
場
所
に
撤
去
し
ま
す
。
撤

去
さ
れ
た
自
転
車
等
の
引
き
取
り
の

際
に
は
、
次
の
と
お
り
撤
去
料
を
徴

収
し
ま
す
。
な
お
、
引
き
取
り
の
な

い
自
転
車
等
は
、

2
カ
月
問
保
管
し

た
後
に
処
理
し
ま
す
。

▽
撤
去
料
11
自
転
車
…
2
千
円
／
原

動
機
付
自
転
車
…
3
千
円

了
放
置
自
転
車
等
撤
去
作
業
の
実
績

を
紹
介
（
平
成
12
年
度
）

▽
撤
去
作
業
実
施
回
数
11
140
回

▽
撤
去
台
数

11
自
転
車
…
7
千

380

台
／
原
動
機
付
自
転
車
…

931台

▽
撤
去
に
要
し
た
経
野

1
1
1
千

496

万
円
▽
撤
去
手
数
料

1
1
1
千

265
万
円

以
上
▽
問
合
せ
先
11
管
理
課
交
通

安
全
係
■転
出
・
転
入
の
際
は
水
道
使
用
中

止
・
開
始
の
連
絡
を

市
内
転
居
や
他
市
町
村
へ
転
出
の

際
は
、
引
っ
越
し
の

4
、
5
日
前
ま

で
に
領
収
書
ま
た
は
検
針
票
を
ご
用

意
の
う
え
、
水
道
使
用
中
止
の
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
あ
り
ま

せ
ん
と
、
料
金
を
継
続
し
て
お
支
払

い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
水
道
の
使
用
者
の
変
更
や
水
道

を
廃
止
す
る
場
合
も
ご
連
絡
を
。

な
お
、
転
入
し
た
際
は
入
居
先
で

水
道
が
使
用
で
き
る
状
態
で
も
、
使

用
開
始
日
や
使
用
者
の
確
認
の
た
め

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
水
道
業
務
課
(

t

1

8
1
.
0
2
7
6
)
 

5
 
■国
保
の
擬
制
世
帯
主
が
届
け
出
で

変
更
可
能
に

国
保
制
度
で
は
、
住
民
登
録
で
世

帯
主
の
方
は
、
被
保
険
者
で
な
い
場

.65
歳
以
上
の
方
「
無
料
入
浴
デ
ー
」

市
内
の
お
風
呂
届
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
無
料
入
浴
日
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
対
象
は
市
内
在
住
の

65

歳
以
上
の
方
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
実
施

H
I
I
毎
週
金
曜
日
の
午
後
4

時
か
ら

▽
実
施
浴
場

11
①
亀
の
湯

（大
坂
上

4
の
18
の
35
大
坂
上
中
西
側
）
②
ひ

の
湯
（
日
野
本
町
3
の
13
の
16
八
坂

神
社
裏
）

▽
利
用
方
法
11
各
浴
場
ま
た
は
市
役

所
2
階
高
齢
福
祉
課
で
牛
年
月
日
の

分
か
る
身
分
証
明
書
（
医
療
証
、
運

転
免
許
証

g)
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
無
料
入
浴
証
を
受
け
取
り
、
次

回
か
ら
各
浴
場
で
入
浴
証
を
捉
示

▽
問
合
せ
先

11
高
齢
福
祉
課

■介
護
保
険
利
用
料
助
成
を
拡
大

4
月
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
次
の
要

件
を
満
た
す
方
に
介
談
サ
ー
ビ
ス
費

の
利
用
者
負
担
額
の

2
分
の

1

(
5
%
）
を
助
成
し
ま
す
。

7
対
象
者
11
①
市
民
税
が
非
課
税
②

世
帯
の
年
収
が
基
準
額
以
下

(
1
人

批
帯
は

120
万
円
、
惟
帯
構
成
員
が

1
人
増
え
る
ご
と
に

50
万
円
を
加
え

た
金
額
）
③
世
帯
の
預
貯
金
が
甚
準

額
の

2
分
の

1
以
下
④
介
護
保
険
料

を
滞
納
し
て
い
な
い
⑤
生
活
保
護
を

受
け
て
い
な
い

ま
た
、
今
ま
で
の
市
の
助
成
制
度

平
成

14
年
第
1
回
巾
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
議
長
に
小
川
友

一
氏

(56
歳
）
、
副
議
長
に
沢
田
研
二
氏

(57
歳
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
各
委
員
会
の
委
員
も
次
の

よ
う
に
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
以

下
、
敬
称
略
。
◎
印
は
委
員
長
、

0

印
は
副
委
員
長
）

＊
常
任
委
員
会

[
企
画
総
務
委
員
会
]

0
竹
ノ
上
武
俊

0
佐
瀬
昭
一
一
郎

出
沼
恵
美
子
田
原
茂
沢
田
研
二

小
川
友
一
上
方
尚
功

(
7
%
)
は
そ
の
ま
ま
で
、
対
象
と

な
る
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
ま
し
た
の

で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
問
合
せ
先
11
高
齢
福
祉
課
介
護
保

険
係
●
老
人
医
療
毎
緬
）の
自
己
負
担
額

が
変
更
4
月
か
ら
、
⑯
⑲
受
給
者
が
医

療
を
受
け
た
場
合
、
自
己
負
担
額
が

別
表
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

※ 

▽問合せ先11高齢福祉課灰療係

■ひとり親家庭に入学祝い金
4月1日現在、市内に在住で

市内の小・中学校に入学するひ

とり親家庭の児蛍•生徒に、人学祝い金を贈ります。

※生活保護家庭は除く

▽金額11小・中学生共に1万円

内； 容 ｀改定後
い：
； 

診療所…1割［上限月3,200円(3,000円）］

外来一部
※定額制を選択の場合1日850円(800円）月4回まで

負担金 病院・・・1割[200床未満は上限月3,200円(3,000円）まで］
[200床以上は上限月5,300円(5,000円）まで］

老人訪問看護療養費 1割［上根月3,200円(3,000円）］

（利月料）
※定額制を選択の場合

1日640円(600円）月5回まで

）は改定前の金額
▲沢田研二副議長

●母子保健健康通信
※会場1よ生活 ・保建センター
（育児学級を除く）

事業名 日 時 内容等

5月1日（水） 妊娯中の生活・育児

;，ママ・ババS 
10·00~12 00 の準備ほか

クラス
5月8日（水） 妊娠中の栄養、お産

（両親学級）
10 00-12 00 の経過ほか

衣 1コース6日制。、
5月15日（水）

歯科検診

対象は初妊婦
9 30-12 00 

(16-27週）．o
5月16日（木）

歯の衛生ほか

6日目はこ夫婦で
10 00-12 00 

どうぞ。予約制。
5月22日（水） 妊婦体操 ・呼眼法の

i ¢電話で健康課ヘ
10 00~ 12 00 実習ほか

詞申し込みを 5月29日（水）
赤ちゃんのお風呂の

13 30-15 30 
入れ方、出産のピデオ

ほか

•-‘3”健~̀4康カ診月査児
4月10日（水） 対蒙は平成13年12月
1 7 日（水） •24日 （水）

生まれ ・通知した日時12 50、1320 
13 50 にお越しください

1歳6カ月児
4月4日（木） 対象は平成12年9月
11 日 （木） • 18日（木）

生まれ・通知した日時
Iせ 健康診査町 13 00、1315、
I濁 g 13 30、1345 にお越しください

4月 2日（火） • 9 日（火） 対象は平成11年3月

3歳児健頗診査
16日（火）

生まれ・通知した日時12 50、1305、
1唸 13 20、13.35 にお越しください

麟 、心 " 4月8日（月）
10 00-11.00 対象は生後4カ月～

すくすくクラブ
（会場はしんめい児童館）

12カ月の乳児と保護

（育児学級）
4月15日（月）

者。申し込み不要、直
1000~11 00 

※参加は3会;場 （会場はあさひがおか児菫館） 接会場へ

G『 の中から1日
4月22日（月） ※今月から会場が変更

10.00-11 00 になりました

（会場はもぐさだい児童館）

※転入された方へ妊婦、 3~4カ月児、 6・9カ月児、 1歳6カ月児、 3歳児の
健康診査を受けてない方は健康課 (ff58l-4ll l)へご相談を

| 4月前期休日診療医 I 
診療時間9: 00~ 12 : 00 13 : 00~ 17 : 00 

e 横溝医院（皮・翻） 京王平山クリニック（外・内科）

日野本町4-27-72 ff581-1825 平山2-37-8ff592-51 l 1 
Jンピニエンス

‘ ̂  ー^し→ ＾ ！ 己ュ砂＼＼ 1 |平山五丁目
⑮ 

石塚医院（内・外・整科） 落川診療所（内・児科）

多摩平2-3-4-l 06 ft584-4 l l l 落川345ft59 l -52 l 6 

川崎街道

-
•
医
療

す
る
制
度
の
ほ
か
に
、
保
険
料
の
半

額

(
6
千

650
円
）
を
免
除
す
る
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。

▽
免
除
の
承
認
を
受
け
る
と
…
①
承

認
期
間
は
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

算
入
②
老
齢
甚
礎
年
金
額
計
算
の
際

は
、
全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
全
額

納
め
た
場
合
の

3
分
の

1
、
半
額
免

除
さ
れ
た
期
間
は

3
分
の

2
③
免
除

を
受
け
た
期
問
は
、

10
年
以
内
に
さ

か
の
ぽ
っ
て
保
険
料
を
納
入
で
き
ま

す
④
半
額
免
除
を
受
け
た
期
間
に
、

保
険
料
を
納
付
し
な
い
場
合
は
末
納

期
問
と
し
て
の
取
り
扱
い

※
免
除
の
承
認
は
、
申
諸
の
あ
っ
た

月
の
前
月
か
ら
行
わ
れ
、
そ
れ
以
前

の
期
間
に
保
険
料
の
未
納
が
あ
り
ま

す
と
、
そ
の
問
に
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ

て
も
、
障
害
碁
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先
11
保
険
年
金
課
年
金
係

合
で
も
国
保
の
世
帯
主
に
な
っ
て
い

ま
す

（擬
制
世
帯
主
と
い
い
ま
す
）
。

擬
制
世
帯
の
中
で
住
民
登
録
の
世

骨
主
で
な
い
方
で
も
、
国
保
税
が
納

め
ら
れ
る
被
保
険
者
が
い
る
場
合

は
、
届
け
出
に
よ
り
そ
の
被
保
険
者

を
国
保
の
世
帯
‘
•
土
に
変
吏
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
擬
制
世
帯
主
が
保
険
税

を
完
納
し
て
い
る
、
変
更
に
同
意
す

る
等
の
要
件
が
必
要
で
す
。

▽
問
合
せ
先
11
保
険
年
金
課
給
付
係

■4
月
か
ら
南
多
摩
斎
場
内
通
路
で

は
一
般
車
は
通
れ
ま
せ
ん

南
多
摩
斎
場
周
辺
道
路
整
備
の
進

ち
ょ
く
に
伴
い
、
場
内
通
路
は
斎
場

◎
 

文
申
胡
方
法

11
4
月
30
日
因
ま
で
に

印
鑑
、
銀
行
預
金
通
帳
、
ひ
と
り
親

家
庭
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（
児
童
扶
茨
手
当
証
書
、
育
成
手
当

証
甚
、
一
人
親
医
療
証

g
)
を
持
参

し
、
日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
日

野
本
町

7
の
5
の
236582
.2
3
1

9
)
へ
※
土
曜
・日
曜
日
を
除
く

■ポ
リ
オ
予
防
接
種

▽
日
程
・
会
場1
1
4
月
4

日
困
：
•
平

山
地
区
セ
ン
タ
ー
／
5
日
⑥

・
8
日

⑤
•
1
0
日

g
.
1
2
H
⑤
:
•
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
／
9
日
因
・

1
1
U
因
・・・

福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
時
問

11
午
後
2
時
S

2
時
45
分
※

対
象
者
は
直
接
会
場
へ

。
2
日
間
設

定
し
て
あ
る
会
場
の

1
日
目
と
、
予

防
接
種
開
始
直
後
は
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

▽
対
象
11
生
後
3
カ
月
S

7
歳
6
カ

月
未
満
（
接
種
当
日
）
で
過
去
2
回

接
種
し
て
い
な
い
お
了
さ
ん

▽
接
種
方
法

11
6
週
間
以
上
の
間
隔

を
あ
け
て
、
ワ
ク
チ
ン
を
2
回
飲
む

▽
注
意
11
①
冊
子

「予
防
接
種
と
子

ど
も
の
健
康
」
（
牛
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
内
健
康
課
、
市
役
所
1
階
市
民

相
談
窓
口
、
七
生
支
所
で
配
布
）
を

お
読
み
に
な
り
、
接
種
を
②
母
子
健

康
手
帳
の
ご
持
参
を
③
検
温
は
接
種

会
場
で
④
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

⑤
体
調
の
悪
い
時
は
見
合
わ
せ
を

▽
問
合
せ
先
＂
徒
康
課

(
6581.
4

1
1
1
)
 

■食
生
活
相
談

▽
日
時1
1
4
月
1
2日
②
•
2
6日②
午

後
1
時
30
分
1
4
時
30
分
（
予
約
制
）

※
別
日
希
望
の
場
合
も
相
談
を

叉
k

場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11
生
活
習
慣
病

（
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
、
肥
満
、
高
尿
酸
血
症
等
）

予
防
改
善
、
高
齢
者
等
の
食
事
に
つ

い
て
管
理
栄
養
士
の
個
別
相
談

▽
申
込
み
先

11
健
康
課

(
6
5
8
1
.

4
1
1
1
)
 

■糖
尿
病
予
防
栄
養
教
室

▽
日
時

11
4
月
23
日
因
午
前
10
時
＼

正
午
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
栄
菱
士
の
話
と
試
食

▽
対
象

11
血
糖
値
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー

ル
や
中
性
脂
肪
が
高
め
の
方
、
肥
満
が

気
に
な
る
方
、
ま
た
は
そ
の
ご
家
族

▽
定
員
1
1
2
4
人
（
先
着
順
）

▽
持
ち
物
11
お
手
ふ
き
、
筆
記
用
具

▽
中
込
み
先

11
健
康
課

(
6
5
8
1
.

4
1
1
1
)
 

場

休日準夜診療所

= 所翌悶？ニ闊6-l2
至立川駅

女件センター

救急病院4月前期宿日直予定表

[
生
活
文
教
委
員
会
]

c
菅
原
直
志

0
名
取
芙
佐
子
渡

辺

直

江

口

和

雄

手

嶋

精

一
郎

中
谷
好
幸
夏
井
明
男

[福
祉
保
健
委
員
会
]

◎
宮
沢
清
子

0
森
田
美
津
雄
奥

野

倫

子

鈴

木

勝

豊

馬

場

繁

夫

小
山
良
悟

面
ち
づ
く
り
建
設
委
員
会
]

c
秋
山
窯

0
佐
藤
洋
二

古
池
初

美

馬

場

賢

司

梅

田

俊

幸

中

野

昭
人
＊
議
会
運
営
委
員
会

◎
田
原
茂

0
梅
田
俊
幸
奥
野
倫

子

出

沼

恵

美

了

中

野

昭

人

秋

山
市
~
手
嶋
精

一郎
夏
井
明
男

＊
特
別
委
員
会

[
総
合
体
育
館
建
設
特
別
委
員
会
]

◎
奥
野
倫
子

0
馬
場
賢
司
出
沼

恵

美

子

鈴

木

勝

豊

梅

田

俊

幸

佐
膝
洋
二

秋

山

魚

田

原

茂

中

谷

好

幸

宮

沢

清

子

十

方

尚

功

小
山
良
悟

[
行
財
政
改
革
推
進
特
別
委
員
会
]

◎
古
池
初
美

0
渡
辺
箕
名
取
美

佐

子

中

野

昭

人

佐

瀕

昭

二

郎

昔
原
直
志
江
口
和
雄
手
嶋
精
一

郎

竹

ノ

上

武

俊

森

田

美

津

雄

夏
井
明
男
馬
場
繁
夫

休日歯科応急診療所

I 
日曜日、祝日

診療時間 9:00~l2:00、13:00~17:00
（受け付けは16:20まで）

場 所I高幡308-1ff.囲594-2111

金

象

■市
長
の
動
き

(
3
月
前
半
）

▽
1
日
11
国
土
交
通
省
へ
の
要
請
行

動
（
さ
い
た
ま
市
）
▽

2
日
11
高
幡

台
小
閉
校
記
念
式
典
に
出
席
、
日
野

市
社
会
福
祉
協
議
会
•
福
祉
の
つ
ど

あ
い
さ
つ

い
（
市
民
会
館
）
に
挨
拶
▽

4
日
11

定
例
記
者
会
見
（
庁
内
）
に
出
席
▽

7
U
1
1
西
豊
田
駅
誘
致
事
業
推
進
本

部
会
議
（
同
事
務
所
）
、
漿
田
南
土

地
区
画
整
理
審
議
会
（
庁
内
）
、
日

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
手
話
講
習
会

修
了
式
（
中
央
幅
祉
セ
ン
タ
ー
）
に

挨
拶
、
青
年
海
外
協
力
隊
シ

ニ
ア
隊

貝
表
敬
訪
問
（
庁
内
）
▽
8
日
11
土

地
区
画
整
理
審
議
会
退
任
に
伴
う
感

謝
贈
呈
式
（
庁
内
）
に
出
席
▽

11
日

S
1
3
日
11
市
議
会
本
会
議
に
出
席
▽

14
日
11
市
議
会
本
会
議
（
所
信
表

明
、
行
政
報
告
、
議
案
上
程
、
詰
願

上
程
）
に
出
席
▽
15
日
11
ボ
ー
ト
ビ

ア
市
原
開
設
記
念
式
典
（
市
原
市
）

に
出
席

（注）診瘤科目は変更される場合があります。事前に急患テレホン
センター（日野消防署1?581-0119)へ問い合わせを

三 l 2 3 4 5 6 "~ 7 8 ， 10 l l 12 13 14 I、 15 
（月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月）

内 外 内 腐 眼 く^思二；^  夜ゞ ＾̀昼^夜‘ 内 外 内
儡Jし
泌 思^こ＾ 夜ッ 昼^̀-、9 夜^、 ，a 内

市立総合病院
整腐

外外 外小 整整， i心． 尿

合(581)2677 ！ 
形・

！ 
児
形形

』
器

外 外外

科 科 科 科 3もm科科 科 科 科 科 科科 科科 科

花輪病院
外 内 外 内 内 内 I →心8 昼^‘夜^ ‘ 外 内 外 内 内 内 昼^‘夜‘^ -‘’ 外

内内 内内

ff(582) 0061 外 外
科g 外 外 外.外. 

科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科科 科

市役所代表電話

告

■日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
職

員▽
職
種
11

「
市
民
参
加
型
在
宅
高
齢

者
ケ
ア
事
業
」
ケ
ア
相
談
員

▽
応
募
資
格
11
次
の
資
格
等
を
有
す

る
方
①
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、

又
は
介
設
支
援
専
門
貝
等
②
普
通
自

動
車
運
転
免
許

こ
の
会
は
昨
年
9
月
に
発
足
し
、

こ
の
4
月
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
た
に
活

動
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
活
動
期
間

1
1
4
月
1
米
年
3
月
ま

で
の
月
1
回
程
度
、
日
曜
日
の
午
後

1
時
30
分
か
ら

3
時
間
程
度

▽
検
討
テ
ー
マ
11
①
防
災
マ
ッ
プ
づ

く
り
②
市
民
防
災
学
習
会
③
防
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
会

ご
中
込
み
1
1
4
月
1
5
n
@

（
必
着
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
、

F
A
x
、
E
メ
ー

ル
で
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

希
望
テ
ー

マ
を
記
人
し
、〒
1
9
1
—

8
6
8
6
日
野
市
役
所
企
画
調
整
課

(
6
5
8
5
.
1
1
1
ー
／

四

5
8
1
.
2
5

1
6
/
E
メ
ー
ル
…
h
i
n
o
c
it
y
R
m
a

il.hinoc
a
t
v
.ne.jp)

へ

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
案

内
説
明
会

▽

n時
1
1
4
月
4
日
困
・

18
日
困
午

前
9
時
30
分
S
1
1
時
30
分

▽
内
容
11
事
業
紹
介
、
概
要
説
明

▽
会
場

・
問
合
せ
先

11
シ
ル
バ

ー
人

材
セ
ン
タ
ー

(6
581
.
8
1
7
1
)

■固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

▽
日
時

11
4
月
22
日
⑤
ま
で
の
午
前

8
時

30
分
S
午
後

5
時
15
分
※
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く

▽
会
場
11
市
役
所
1
階

102会
議
室

＞
縦
党
で
き
る
方

11
所
有
者
と
そ
の

同
居
の
家
族
、
納
税
管
理
人
※
代
理

人
は
所
有
者
の
委
任
状
（
法
人
の
場

合
は
代
表
者
印
を
押
し
た
も
の
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

▽
審
査
の
申
し
出

1114
年
度
に
新
し

＜課税台帳に登録された価格（地価の下落により修止された価格を含む）に不服のある方は、納税通知害(5月上旬発送）の交付を受けた日以後30日までに日野市固定資産評価審査委貝会へ申し立てができます▽問合せ先11資産税課■土地の価格（評価額）を修正地価の下落を反映させ、宅地として評価されている士地は、前年度決定した価格から平均
7.0％下げました。

ただし、税額については負担

調整措置が続いていることによ

り、ほとんどの士地で昨年度に

比べ、2.5S5.0％増加し

ています。

▽問合せ先ll資産税課土地係

■固定資産税の算定に使う路線
価図を公開

市内のすべての路線を自由に

閲覧できます。

▽会場・問合せ先11市役所1階

資産税課

■償却資産の申告を．
市内で事業を営んでいる方で

未申告の方は、すぐに申告をお

願いします。郵送でも描いませ

ん。

▽問合せ先11資産税課家屋償却

資産係
名 称 日 時 会場 問合せ先

市長相談 24日（水） 調整中
※10日（水）までに予約を 14 30-16 30 

法律相談
2日（火）9日（火）．
16日（火）・23日（火）

※相餃日11i1日に予約を 10:00-15 00 

行政相談
5日 （金） •19日 （金）
13:30-16 00 

人権身の上相談
11日（木）・25日（木）
13:30-16 00 

市役所1階 市民相談担当

子どもの 25日（木）
市民相談室 云 585-2000

人権専門相談 15・00-17・00 ※市政に対す ※受け付けは

サラ金専門相談

る一般相談は 午前8時30分
15日（月） 毎週月曜～金 から

※8日（月）から予約 13 00-15・00 躍日の午前8
時30分～午後

交通事故相談 12日（金）
5時15分に受

※前日から予約を 13:30-16 00 け付け

登記相談 4日（木）
※前日から予約を 13:30-16'00 

税務相談 24日（水）
※前日から予約を 10:00-15・00 

不動産相談 17日（水）
※前日から予約を 13.30-16'00 

集

利
用
者
以
外
の
車
は
通
行
で
き
ま
せ

ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
南
多
摩
斎
場

(
6

042.797
.
7
6
4
1
)
／
市
環
境

保
全
課
■東
京
都
多
摩
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
消
費
生
活
相
談
窓
口
が
変
更

多
摩
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
消
費

生
活
相
談
窓
口
が
、
東
京
都
消
毀
生

活
総
合
セ
ン
タ
ー
に
統
合
さ
れ
ま
し

た
。
受
け
付
け
は
月
曜
＼
金
曜
日
午

前
9
時
8
午
後
4
時
で
す
。

▽
所
在
地

11
新
宿
区
神
楽
河
岸
1
の

1
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ

16
階

(
6

.
3
2
3
5
.
1
1
5
5
)
 

3
 ゜■米穀卸

・
小
売
業
の
窒
録
更
新
の

受
付平
成
11
年
6
月
1
日
付
け
登
録
業

者
は
、
今
年
の

5
月
31
日
で
登
録
期

間
が
満
了
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き

営
業
す
る
場
合
は
更
新
手
続
き
が
必

要
で
す
。

烹
申
請
期
限

1
1
4
月
30
日
図
ま
で
※

申
請
書
は
都
庁
、
巾
生
活
課
で
配
布

ヱ
問
合
せ
先
11
東
京
都
生
活
文
化
局

米
穀
係

(6
0
3
.
5
3
8
8
.
3
0
8

3
)
／
市
生
活
課
(
6
581
.4
1
1
2
)

ヱ
募
集
人
数

11
若
干
人

マ
応
券
方
法
1
1
4
月
8
日
⑤（
必
着
）

ま
で
の
午
前
9
時
i
午
後
5
時
（
土

曜

・
日
曜
日
は
除
く
）
に
履
歴
書

（
写
真
添
付
）
と
資
格
証
等
の
写
し

を
〒

191ー

0
0
3
1
高
幡

308
の
1

福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
内
日
野
市
社
会

福
祉
協
議
会
高
幡
事
務
所

(

t
1

5
9
1
.
2
9
4
1
)
へ
持
参
か
郵
送

_
 

市
民
行
動
計
画
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

麗
喜
讐
厖

喜
暑
塁
星

TEL.042-585-1111 

&4月の市艮相談
名 称 日 時 会場 問合せ先

火曜・祝日を除く毎日 東部子ども家庭 同センター

l 0.00-17.00 支援センター 云 586-1171

子育て相談
おおくぽ 同保育園

（乳幼児）
毎週月躍～金曜日 保育園 ft586-7 772 

9 00-16:00 あさひがおか 同児童館
児正館 n586-l 184 

児童相談 毎週木躍日 市役所2階 生活福祉課
※前もって電話を s.00-12.00 生活福祉課 社会係

毎週月曜～金曜日
教職員研究 教育相談室

教育相談 室内 云 592-1160
10 00-17・00 

教育相談室
いじめ電話相談
n592-2782 

視覚障害者相談
4日（木）
9.30-12:00 

5月2日（木）の相駁は4月30日（火）までに予約を
障害福祉課市役所2階

知的障害者相談
11日（木） 障害福祉課

※相談日の2日前

9 30-12・00 （面接室）
までに電話か
FAXで予約を

聴覚障害者相談 17日（水）
晒583-0294

（手話通訳あり） 9:30-12:00 

r 

0
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ー
ル

恥
悶
e声

＿
認
四
枠
噂
＿

妻
は
パ
チ
ン
コ
依
存
症
で
、
サ

ラ
金
な
ど
か
ら

200
万
円
の
借
金

が
あ
り
ま
す
。
夫
で
あ
る
私
に
催

促
が
き
ま
し
た
が
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

一
お
答
え
し
ま
す

一

「日
常
家
事
の
連
帯
債
務
」
と

ノいうものがあります。これは、日常的な家事について、一方のした行為について他方もその貨任を負担する義務があるというものです。しかし、この場合は200ガ円と多額で日常家事の範囲を超えていると考えられます。ただ、範囲外でも、夫の承諾があって借りたのか、夫の言動によって借りたのかが問題になります。（市民相談担当）

名 称 日 時 会場 問合せ先

12日（金） もぐさだい
9:30-11-00 児童館

乳幼児相談
19日（金） ひらやま 健諜課

9 30-11 ・oo 児願館 ff581-4 l l l 

26日（金） ※今受に付な月から会場変

9:30-11-00 
更と 時り間まがした

健康相談 随時（電話予約）
生活・保健
センター

消費生活相談
毎週月曜～金曜日 消費生活相談室
l 0.00-1 5:00 ft581-3556 

保護司相談
22日（月） 総務部庶務課
1 3.30-1 6:00 

毎週火曜・水曜日
市役所l階 予約は

女性相談
市民相談室 女性参画推進室へ

火曜日1s・oo-21 :oo 
電話相談は（竃話・面接） 水曜日'945-16 00 

※前もって予約を
※30日（火）を除く

ff587-8177ヘ
※相談時間のみ

法律、心の悩み、ハン 日野市
日社協 ディキャップを持つ 中央福祉 社会福祉

「くらし
人のための外出旅行、 センター 協議会
住宅改造相談を実施

なんでも相談」 ※日時は問い合わせを
n582-2319 

゜



市役所代表電話
TEL.042-585-1111 投稿のベージ 第1036号平成14年4月1日

＊
日
野
お
も
ち
ゃ
図
書
館
「
こ
あ
ら
」

の
4
月
か
ら
の
開
館
日

毎
月
第
3

•

第
4
土
曜
日
午
後1

時
5
4
時
／
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
分

館
／
日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
6

582
.
2
3
1
9
)
 

＊
土
・
緑
・
台
所
を
つ
な
ぐ
マ
ッ
プ

創
り
メ
ン
バ
ー
募
集

剪
定
枝

•

生
ご
み
等
の
地
域
循
環

の
し
く
み
を
探
る
（
毎
月
1
回
程
度

の
勉
強
会
と
簡
易
作
業
）

／
4
月
13

日
山
午
後
1
時
30
分
5
4
時
30
分

に
（
仮
称
）
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
る
勉
強
会
「
有
機
資
源

の
地
域
循
環
と
そ
の
可
能
性
」
に
参

加
ま
た
は
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
ひ
の
（

6
．
回

5
9
3
.
8
7
9

7
)
へ
申
込

＊
日
野
市
障
害
者
関
係
団
体
連
絡
協

議
会
定
期
総
会

4
月
7
日
⑪
午
後
1
時
30
分
S

4
時
30
分
／
生
活

・
保
健
セ
ン
タ

ー
／
講
演
会
「
日
野
の
ま
ち
づ
く
り

と
障
害
者
の
生
活
支
援

の
課
題
」
、

活
動
報
告
／
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
（
樋
口

6
5
9
9
.
7
2
9
9
回

5
9
9
.
7
2
0

3
)
 

＊
ひ
の
社
会
敦
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

ご
初
め
て
男
の
料
理
敦
室
…
4
月
12

日
S
6

月

2
8日
の
第
2
•

第
4

金
曜

日
午
前
10
時
S
正
午
▼
パ
ソ
コ
ン
入

門：―．
①
4
月
17
日
因
8
1
9
日
面
午

後
7
時
S
9
時
②

4
月
23
日
因

・

2
4日
因
•
2
6
日

陶
午
前
1
0時
S

正

a；みんなの
令鬱〇遺喧 一いメモ帳l
V'締め切り日 5月 1 日号… ••4月 10日 （水）

5月 15日号 •••••• 4月22日 （月 ）

政治・宗教・営利に関するものは掲載できません。問合わせ

は各文末の代表者へ。市は関与していません。特に記賊の

ないものは原則無料です。掲載後に苦情があったものは、

今後の掲載を見合わせていただきます。

＊
兵
衛
川
の
源
流
を
訪
ね
て

4
月
7
日
⑪
午
後
1
時
S
5
時

※
横
浜
線
み
な
み
野
駅
前
集
合
。
小

雨
実
施
／
八
王
子

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内

を
流
れ
る
川
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
意

見
交
換
※
歩
き
や
す
い
格
好
で
／

200
円
／
浅
川
流
域
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
事
務
局
（
諏
訪

6

．
回

0
4

2

6
.
2
1
.
1
7
7
9
)
へ
申
込

＊

「
ラ
ズ
ベ
リ
ー
」
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

発
表
会
4
月
4
日
因
午
後
1
時
30
分
か

ら
／
七
生
公
会
堂

／
冨
山

(
(

9
1
.
2
8
1
9
)
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＊
観
劇
会

4
月
6
日
田
午
後
6
時
か
ら
／

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
／
こ
ま
つ
座
公

演
•

井
上
ひ
さ
し
作
「
國
語

元
年
」

／
出
演
・
佐
藤
B
作
塁
※
費

用
等
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
／
演

劇
を
み
る
会
あ
さ
か
わ

(6586.

6
7
5
6
)
 

＊
日
野
市
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
連
合
会

春
の
撮
影
会

4
月
7
日
⑪
午
前

10
時
＼
午
後

3
時
※
小
雨
実
施
／
多
摩
動
物
公

園
／
1
千
円
※
午
前
9
時
30
分
か
ら

同
園
入
口
で
受
け
付
け

／
吉
田

(
6
0
9
0
.
6
0
2
9
.
8
4
1
9
)
 

＊
春
の
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

4
月

21
日
⑪
午
後

6
時

8
9

時
／
湯
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
1
千
円

※
飲
み
物

・
茶
菓
子
付
き
。
プ
ロ
の

デ
モ
あ
り
／
ひ
ま
わ
り
会
・
カ
ト
レ

ア
の
会

（
横
野

6
5
9
2
.
8
4
0
3
)

午
▼
さ
わ
や
か
ス
イ
ミ
ン
グ
・
・
4
月

18
日
S
6
月
6
日
の
毎
週
木
曜
日
午

前
10
時
S
1
1
時
40
分
／
コ
ニ
カ
健
保

プ
ラ
ザ

マ
中
高
年
「
多
峰
主
山
」
春

の
ハ
イ
キ
ン
グ
て
民
謡
教
室
マ
は
じ

め
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
ご
英
語
で
歌
お

う
ポ
ッ
プ
ス
▼
は
じ
め
て
の
オ
カ
リ

ナ
教
室
マ
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
基
礎
講
座

▼
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
ま
せ
ん
か
／
費

用
等
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
／
同

セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

＊
自
然
学
習
会
「
雑
木
林
の
鳥
た
ち
」

4
月
21
日
⑪
午
前

9
時
30
分

1

11
時
※
豊
田
駅
北
口
集
合
。
雨
天
中

止
／
新
緑
に
映
え
る
黒
川
清
流
公
園

で
の
野
鳥
観
察
／
講
師

・
日
本
野
鳥

の
会
会
員
／

100
円
／
日
本
野
鳥
の

会
・
鳥
と
緑
の
国
際
セ
ン
タ

ー

(
6
5
9
3
.
6
8
7
1
)
 

＊
中
高
年
を
対
象
に
運
動
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」

.
4
月

19
日
函
午
前
9
時
30
分
か

ら
／
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
／
ス

ト
レ
ッ
チ
記
※
指
導
あ
り
／
1
千
円

以
内
／
上
履
き
、
バ
ス
タ
オ
ル
持

参
／
駒
沢

(
6
5
8
2
.
3
0
4
2
)

＊
年
代
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス

大
会4
月

21
日
向
午
前

9
時
か
ら
／

南
平
体
育
館
／
29
歳
以
下
、

30
歳
S

39歳、

40
歳

s49歳、
50
歳
以
上
の

部
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
／

1
組
3
千
円
※
連
盟
登
録
者
は
2
千

円
／
4
月
10
日
因
ま
で
に
所
定
の

用
紙
（
南
平
体
育
館
に
あ
り
）
に
記

入
し
、
〒

191
ー
0
0
5
2
東
豊
田

1
の
5
5
の

12
大
西
喜
美
子

(
6

5
8
3
.
8
3
6
9
)

へ

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
春
季
団
体
戦

4
月
21
日
同
午
前

9
時
S
午
後

5
時
※
予
備
日

28
日
⑪
／
多
摩
平

第
1
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
／
1
部
・

2
部
※
男
女
混
合
可
。
3
組
編
成
／

1
団
体
4
千

500
円
／
4
月
14
日
⑪

ま
で
に
内
野

(
6
5
2
6
.
4
1
6
1
)

ヘ＊
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
「
あ
さ
か
わ
」

写
真
作
品
展

4
月

2
日
閲
S

6
日
山
午
前

9

時
30
分
S
午
後
6
時
※
2
日
は
正
午

か
ら
、

6
日
は
午
後
5
時
ま
で
／
市

民
会
館
展
示
室
／
平

(
6
5
9
1
.
3

0
7
0
)
 

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
「
セ
ン

タ
ー
ア
ー
ト
グ
ル
ー
プ
展
」

4
月
2
日
因

S
7
日
⑪
午
前

10

時
S
午
後
6
時
※
最
終
日
は
午
後
4

時
ま
で
／
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
／
油
彩
、
水
彩
、
ク
レ
パ
ス
、
色

鉛
筆
げ
／
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)
 

＊
行
進
曲
愛
好
会午
後
1
時
S
4
時
／

‘‘ー

4
月

7
日
旧

中
央
公
民
館
／
ド
イ
ツ
の
国
際
軍
楽

祭
の
ビ
デ
オ
と

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
マ
ー

チ
音
楽
鑑
賞
※
会
員
募
集
中
／

500

円
／
水
越

(
6
5
8
1
.
0
1
6
2
)

＊
い
し
た
緋
ろ
ア
ク
リ
ル
彩
画
・
書

遊
墨
い
ろ
佐
尾
圭

4
月
8
日
⑰

S
1
4
日
⑪
午
前

10

時
S
午
後
5
時
30
分
／
と
よ
だ
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

／
花
の
季
節
に
色

彩
々
、
墨
に
こ
こ
ろ
を
遊
ば
せ
展
／

い
し
た
緋
ろ

(
6
0
9
0
.
8
4
4

1
.
8
5
3
2
)
 

＊
日
野
書
道
連
盟
会
員
展
‘、_／

4
月

12
日
⑥

S
1
4
日
旧
午
前
9

時
S
午
後
5
時
※
最
終
日
は
午
後
4

時
ま
で
／
市
民
会
館
展
示
室
／
柴
田

(
6
5
8
3
.
2
2
7
1
)
 

＊
浅
川
少
年
少
女
合
唱
団
演
奏
会

4
月
13
日
出
午
後
2
時
か
ら
／

七
生
公
会
堂
／
合
唱
組
曲
「
チ

コ
タ

ン」

悶
／

200
円
／
渡
辺

(6586.

9
4
9
1
)
 

＊
彫
刻
造
形
展
ひ
の
2
0
0
2

4
月
16
日
因
5
2
1
日
⑪
午
前
9

時
S
午
後

6
時
※

16
日
は
正
午
か

ら、

21
日
は
午
後
5
時
（
野
外
展
は

4
時
）
ま
で
／
市
民
会
館
展
示
室
・

ロ
ビ
ー
、
市
民
プ
ラ
ザ
／
堀
本

(
6

8
4
.
2
0
1
1
)
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＊
和
紙
ち
ぎ
り
絵
無
料
講
習
会

4
月

6
日
山
午
後

1
時
30
分
S

4
時
／
東
部
会
館
／
季
節
の
花
を
作

成
／
1
5
人
、
（
先
着
順）

／
お
し
ぼ
り

持
参
／
奥
田

(
6
5
9
2
.
6
5
5
9

午
後
7
時
以
降
）
へ
申
込

＊
女
声
コ
ー
ラ
ス
「
コ
ー
ル
す
み
れ
」

無
料
講
習
会

4
月

8
日
ぼ

午
前

10
時

S
正

午
／
八
王
子
信
用
金
庫
高
幡
不
動
支

店
※
会
員
募
集
中
（
毎
週
月
曜
日
午

前
10
時
ー
正
午
に
同
会
場
げ
で
。

入

会
金

500
円
、
月
3
千

500
円
。
初
心

者
歓
迎
）

／
恩
田

(
6
5
6
2
.
5
7

9
0
)

へ
申
込

＊
文
化
講
演
会
「
家
庭
カ
ー
い
の
ち

の
輝
き
を
求
め
て
」

4
月

13
日
山
午
前

10
時
S
1
1
時

30
分
／
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

／

200

人
※
保
育
あ
り
／
1
千
円
／
近
藤

(
6
5
9
1
.
5
0
4
1
)
 

＊
初
心
者
向
け
楽
し
い
盆
栽
教
室

4
月

14
日
⑪
午
後

1
時

S

4

時
／
中
央
公
民
館
／
コ
ナ
ラ
、
ク
コ

を
使
っ
た
実
技
指
導
／
20
人

（
先
着

順）

／
1
千
円
／
軍
手
、
タ
オ
ル
持

参
／
日
野
盆
栽
水
石
連
盟
（
矢
島

6
5
8
3
.
4
8
6
9
)
 

＊
絵
手
紙
初
心
者
一
日
講
習
会

4
月

18
日
因
午
前

10
時

S
正

午
／
中
央
公
民
館
／
25
人
8
3
0
人
※

初
心
者
優
先
／
1
千
円
／
森

(
6

•
1
4
2
3
)へ
申
込

4
 
8
 
5
 

＊
講
演
会
「
絵
本
作
家
・
森
野
さ
か

な
さ
ん
を
迎
え
て
」

4
月

18
日
困
午
後

1
時
30
分
か

ら
／
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
／
保
育
あ

り
／
す
い
］
と
ま
ま
（
橋
本

6

5
9
1
.
1
9
4
0
)
 

＊
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
無
料
体
験
講
習
会

4
月

20
日
出
午
後
2
時

S

3

時
／
湯
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
小
学
生

を
対
象
／
渡
辺
（

6
0
4
2
6
.

3
7
.
1
3
2
6
)
 

＊
英
会
話
「
文
化
の
違
い
を
超
え
た

意
志
の
疎
通
を
！
」

4
月
20
日
か
ら
の
毎
週
土
曜
日
午

前
10
時
S
正
午
（
全

8
回）

／
都
立

科
学
技
術
大
学
／
費
用
等
、
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を
／
⑪
東
京
都
地
域

産
業
振
興
協
会
（
徳
永

6
584
.
6

7
9
0
)

へ
申
込

＊
講
演
会
「
市
民
と
図
書
館

5
町
田

市
立
図
書
館
の
実
践
」

4
月
21
日
⑪
午
後
1
時
30
分

S

3
時
30
分
／
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
／
講
師
・
手
嶋
孝
典
氏
（
町
田
市

立
図
書
館
副
館
長
）

／

200
円
（
資

料
代
）

／
日
野
の
図
書
館
を
考
え
る

会
（
久
保
田

6
5
8
3
.
0
9
6
0
)

＊
東
京
都
指
定
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

3

級
養
成
講
習

①

5
月
10
日
面

S

6
月
28
日
⑤

②

6
月
18
日
因
S
7
月
31
日
因
／

地
域
保
健
企
画
ビ
ル

（立
川
市
）
ほか
／

40
人
／
2
万
円
、
教
材
費
／
N
P
o

法
人
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
モ
ス
日
野

(
6
5
8
7
.
6
2
9
2
)

へ
申
込

＊
合
気
道
初
心
者
無
料
講
習
会

5
月
11
日
S
6
月
29
日
の
毎
週
士

曜
日
午
前
9
時
30
分
i
1
1
時
30
分
／

南
平
体
育
館
／
小
学
生
は
親
子
で
参

加
を
／
4
月

30
日
図
ま
で
に
大
野

(
6
5
8
4
.
5
4
3
1
)

へ

＊
地
理
・
地
図
・
旅
を
楽
し
む
会

マ
地
理
講
座
：第
1

•

第
2
木
曜
日

に
中
央
図書
館
、
第3

•

第
4
金
曜

日
に
高
幡
図
書
館
／
4
月
4
日
困

午
後
1
時
か
ら
中
央
図
書
館
、

12
日

⑤
午
後

1
時
か
ら
高
幡
図
書
館
で

開
催
の
説
明
会
に
出
席
を

マ
小
中
高

生
対
象
地
図
作
品
募
集
…
今
月
の
地

図
展
会
場

(
4
月
23
日
g
S
2
8
日

⑪
午
前

10
時
＼
正
午
に
高
幡
図
書

館
）
で
説
明
会
／
菊
澤

(6
5
9
1
.
3

3
7
8
)
 

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

4
月
17
日
因
午
前

11
時
30
分

S

午
後
2
時
30
分
※
雨
天
の
場
合
は
24

日

8
／
多
摩
平
第

7
公
園
※
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
を
／
黒
岩

(
6

.
5
7
8
1
.
5
0
8
5
)
 

，゚
 
゜
＊
あ
い
あ
む
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出

店
者
募
集

4
月
20
日
出
午
前

10
時
S
午
後

4
時
※
雨
天
の
場
合
は

27
日
国
／

日
野
中
央
公
園
／
1
千

800
円
と
賛

同
支
援
金
／
N
P
O
法
人
共
働
作
業

所
あ
い
あ
む
2
号
店

(
6
0
7
0
.
6

6
5
7
.
2
9
5
2
)
 

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
睦
会
」

月
4
回
木
曜
日
ま
た
は
金
曜
日
ク

ラ
ス
／
午
後
1
時
S
4
時
／
勤
労

・

青
年
会
館
など
／
入
会
金
2
千
円
、
月

3
千
円
／
月
2
回
火
曜
日
午
後
1
時

S
3
時
に
八
王
子
信
用
金
庫
日
野
支

店
で
講
習
会

(
1
回

500
円
）
あ

り
／
浅
見

(
6
5
8
1
.
5
8
5
8
)

＊
三
小
卓
球
部

毎
月
第2

•

第
4

土
曜
日
午
後6

時
30
分
S
8
時
30
分
／
三
小
／
年
1

千
円
／
中
村

(
6
5
8
1
.
4
4
3
3
)

＊
ミ
ニ
テ
ニ
ス
を
し
ま
せ
ん
か

①
毎
週
金
曜
日
午
後

6
時
30
分

8
8
時
30
分
に

二
小
②
毎
週
金
曜

日
午
後
6
時
30
分
S
8
時
30
分
と
第

2
•

第
4

日
曜
日
午
前1
0時S
正
午

に
三
小
③
毎
週
土
曜
日
午
後

4
時

30
分
S
6
時
30
分
と
毎
週
水
曜
日
午

後
6
時
45
分
S
8
時
30
分
に
平
山
台

小
④
毎
週
日
曜
日
午
後

1
時
30
分

S
4
時
に
東
光
寺
小
⑤
毎
週
木
曜

日
午
後
6
時
S
9
時
と
毎
週
日
曜
日

午
前
9
時
S
正
午
に
南
平
小
／
初
心

者
歓
迎
／
日
野
市
ミ
ニ
テ
ニ
ス
連
盟

（
武
石

6
5
8
4
.
6
3
1
8
)

＊
日
本
拳
法
南
平
拳
友
会

毎
週
日
曜
日
午
後
2
時
S
5
時
／

南
乎
体
育
館
g
/
1
回

300
円
／
赤

坂

(
6
0
4
2
8
.
3
2
.
8
2
4
4
)

＊
日
帰
り
温
泉
同
好
会
「
わ
く
わ
く

会」
毎
月
山
梨
方
面
の
温
泉
へ
※
参
加

自
由
。
自
宅
送
迎
あ
り
／
年
2
千

円
／
野
田

(
6
5
9
1
.
5
9
2
5
)

＊
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
ス
テ
ッ
プ
ア

イ
リ
ス
」

毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
30
分
S
3

時
30
分
／
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園

など
／
初
心
者
5
中
級
者
／
月
3
千

円
／
今
村

(
6
5
9
1
.
0
2
4
8
)

＊
日
野
市
民
文
学
会
読
書
会

毎
月
第
3
木
曜
日
／
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー

など
／
指
導
あ
り
／

500

円
／
筆
記
用
具
持
参
／
園
部

(
6

3
 
8
.
9
7
1
0
)
 

5
 

＊
書
道
「
泉
心
会
」

毎
月
第
2

•

第
4
木
曜
日
午
後1

時
S
5
時
／
平
山
地
区
セ
ン
タ

ー

など
／
初
歩
＼
師
範
※
初
心
者
歓
迎
。

指
導
あ
り
／
月
3
千

500
円
／
林
田

(
6
5
8
1
.
7
5
8
5
)
 

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
踊
ろ
う
会
」

月
4
回
火
曜
日
昼
ま
た
は
夜
の

部
／
草
間
レ
ク
ホ
ー
ル
など
／
5
5
歳
以

上
の
初
心
者
／
入
会
金
2
千
円
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を
／
小
池

(
6

5
8
1
.
1
9
3
1
)
 

＊
日
野
神
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
気
功
太

極
拳
同
好
会

．

毎
週
水
曜

・
木
曜
・

土
曜
日
午
前

8
時
30
分
S
9
時
30
分
／
日
野
中
央

公
園
／
1
回
10
円

8100
円
※
日
野

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
／
加
来

(
6
5
8
1
.
6
0
2
3
)
 

＊
社
交
ダ
ン
ス
湯
沢

毎
週
日
曜
日
午
後
1
時
S
4
時
30

分
／
湯
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー

g
／
入
門

コ
ー
ス
と
中
級
コ
ー
ス
※
見
学
体
験

歓
迎
。
プ
ロ
指
導
あ
り
／
入
会
金
2

千
円
、
月
2
千
円
（
入
門
）
、

3
千
円

（
中
級
）
／
中
島

(
6
5
9
2
.
1
6
9
5
)

＊
い
に
し
え
体
操
会

毎
週
水
曜
日
午
前
9
時
S
1
0
時
45

分
／
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
など
／

中
高
年
女
性
向
け
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
／
年
6
千
円

（
保
険
料
含
む
）

／
幕
野

(
6
5
8
1
.

4
0
4
7
)
 

＊
西
町
ノ
ー
テ
ィ
ー
ズ
野
球
部

毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午

前
／
東
光
寺
小
など
／
小
学
生
※
女
子

歓
迎
／
入
会
金

500
円、

3
カ
月
4

千
円
／
前
田

(
6
5
8
5
.
4
2
5
8
)

＊
大
正
琴
「
富
友
の
会
」

①
毎
月
第2

•

第
4

土
曜
日
に

中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
②
毎
月
第

1
•

第
3

木
曜
日
に
湯
沢
福
祉
セ
ン

タ
ー
竺
／
午
前
10
時
ー
正
午
／
費
用

は
問
い
合
わ
せ
を
※
初
心
者
歓
迎
。

見
学
自
由
／
鍛
代

(
6
5
8
1
.
1
1

4
3
)
 

＊
詩
吟
「
神
風
流
」

毎
月
第
1
ー
第
4
木
曜
日
午
後
2

時
S
4
時
／
会
員
宅
（
多
摩
平
6
丁

目）

／
月
3
千
円
、
教
本
代

1
千

円
／
大
竹

(
6
5
8
3
.
1
6
9
4
)

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
か
し
の
木
七
期
会
」

毎
週
水
曜
日
午
前
9
時
30
分
S
l
l

時
30
分
／
富
士
電
機
体
育
館
／
初
級

者
以
上
※
指
導
あ
り
／
入
会
金

1
千

円
、
月

2
千
円
／
高
橋

(
6
5
9
2
.

0
3
7
8
)
 

＊
日
野
中
央
俳
句
会

毎
月
第
4
土
曜
日
午
後
1
時
30
分

S
4
時
30
分
／
東
部
会
館

g
／
月
1

千
円
※
指
導
あ
り
。
初
心
者
歓
迎
／

吉
田

(
6
5
8
2
.
1
2
6
7
)

＊
大
人
の
た
め
の
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
」

毎
月
第
2
土
曜
日
午
後
1
時
S
5

時
／
五
小
な
ど
／
40
歳
以
上
の
初
心
者

ー
上
級
1
5
人
※
個
人
レ
ッ
ス
ン
／
月

1
千

500
円
／
竹
内

(
6
5
8
1
.
4
1

5
0
)
 

◎
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■か
し
の
木
学
級
受
講
者
募
集
5
6
0

歳
以
上
の
方
に
8
講
座

5
月
ー
来
年
3
月
／
内
容
は
左
表

の
と
お
り
／
市
内
在
住
の

60
歳
以
上

の
方
※

2
年
続
け
て
同
じ
科
目
は
受

講
不
可
。
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
／
教
材
費
実
費
／
4
月
8
日
⑤

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で

(
1
人
1
科
目
）
。
希
望
科
目
（
第
2

希
望
ま
で
）
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
人
し
、
〒

191
|
8

6
8
6
日
野
市
役
所
高
齢
福
祉
課
ヘ

■中
高
年
向
け
絵
画
教
室

第
1
•

第
3

水
曜
日
午
後1
時
S

3
時
30
分
／
リ
サ
イ
ク
ル
事
務
所

（
万
願
寺
）
／
水
彩
・
油
彩
等
／
市
内

在
住
の

45
歳
以
上
の
方
／
20
人
／
入

会
金

2
千
円
、
月
3
千

300
円
、
教

材
費
（
実
費
）
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

(
6
5
8
1
.
8
1
7
1
)
へ
申
込

●
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
2
級
課
租

5
月
10
日
釦
S

8
月
6
日
因
※
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

130
時

ま
ち
に
緑
と
清
流
を
く
ら
し
に
花
と
う
る
お
い
を

4
唄
5
司
認
書
忽
諏
鈷
司
詢

マ
山
野
草
・
盆
栽
展

身
近
に
四
季
の
風
情
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
山
野
草
。
自
然
の
景
観
を

木
々
に
凝
縮
し
た
と
い
わ
れ
る
盆

栽
。
丹
誠
こ
め
た
作
品
が
並
び
ま
す
。

4
月
15
日
⑤
S
1
7
日
因
午
前
9
時

ー
午
後
4
時
※

17
日
は
午
後
3
時
ま

で
／
市
役
所
1
階

101会
議
室

ご
農
家
の
方
の
お
話
も
伺
い
ま
す

「
レ
ン
ゲ
畑
の
観
察
会
」

．

4
月
21
日
⑪
午
後
1
時
15
分
ー
3

時
こ
ろ
※
小
雨
実
施
。
荒
天
時
は
、

4
月
27
日
3
午
後
1
時
30
分
か
ら
／

川
辺
堀
之
内
地
区
※
日
野
中
央
公
園

時
計
台
前
に
集
合
／
4
月
5
日
国
か

ら
⑮
日
野
市
環
境
緑
化
協
会

(
6

5
8
5
.
4
7
4
0
)

へ
申
込

マ
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル

5
球
根
や
苗
を

ご
提
供
く
だ
さ
い

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
球
根
や

苗
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
事
業
で
す
。

●かしの木学級講習日程表

当協会まで届けられない方は取

りに伺います。

提供のお申し出は4月12日⑤

までに閲日野市環境緑化協会

(6585.4740)へ※土曜・

日曜日は除く／受け取りは4月

15日⑤S19日幽

ご提供を受けた球根・苗を配布

5月11日出午前10時から／日

野中央公園※先着順

文花の里親・里子運動5花や野

菜の種の提供を

提供してくれた種を里子、種

を育ててくれる市民を里親と呼

ぶ「日野市の花いっぱい運動」

を展開しています。少しでも結

構ですので、種が取れましたら

当協会までお持ちください。

文緑の募金運動にご協力を

市と⑮日野市環境緑化協会が

共催で、緑の募金運動を5月31

（各科ク目藍フ頭（ス定2員0人）） 

日程 1：む 時間 会場

第2•第4水躍日
A 10:00~ 12:00 

B l 4:00~ 16:00 

水社彩(交酉40ダ(人2ン5）ス人）

中
第1• 第3金躍日 10:00~12:oo 央

福
第2•第4火躍日 13:30~ 15:30 祉

太極拳(30人） 第1 • 第3土躍日 10:00~ 12:00 セ

俳句(15人） 第1• 第2水躍日 13:00~ 15:00 ン
夕

フォークダンス
第1第3土躍日 I 

(40人） 13:30~ 15:30 
民謡(30人） 第2 • 第4火躍日

A 5月13日～7月8日 シ
I})毎週月羅El ル

B 7月15日～9月9日 l ¥ 
て | 

の毎週月爾日
パソコン 14:00~ 16:00 人
（各クラス10人） C 9月16日～ll月11日 材

の毎週月羅日 セ
D 11月18日～1月27日 ン

の毎週月爾日 夕

(12月30B • 1月6日を除く） | 

間
／
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
内
・
近

隣
の
施
設
／
訪
問
介
護
員
等
と
し
て

働
く
こ
と
を
希
望
す
る
方
、
既
に
働

い
て
い
る
方
で
、
こ
の
講
習
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
市
内
在
住
・
在
勤
者

※
全
日
程
参
加
で
き
る
方
／
30
人
※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
／
2
万
5

千
円
／
4
月
9
日

g
（必
着）

ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

電
話

番
号
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
（
勤
務
先
と
所
在
地
）
、
訪
問

介
護
員
と
し
て
の
実
務
経
験
年
数
、

3
級
課
程
修
了
の
有
無
、
受
講
動
機

を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
、
〒

1
9
1
|
0
0
1
1
日
野

本
町
7
の
5
の
23
日
野
市
社
会
福
祉

協
議
会

(
6
5
8
2
.
2
3
1
9
)

へ

※
記
入
も
れ
の
あ
る
も
の
は
無
効

■手
話
講
習
会

手
話
と
聴
覚
障
害
に
関
す
る
基
本

的
な
知
識
と
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

5
月
9
日
ー
来
年
3
月
13
日
の
木

曜
日
午
後
7
時
S

9
時
※
初
級
の
み

午
前
10
時
S
正
午
も
あ
り
／
中
央
福

祉
セ
ン
タ
ー
／
初
級
（
年
37
回）、

日
幽
ま
で
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

身
近
な
施
設
の
緑
化
推
進
や
森
林
整

備
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
緑
の
写
真
展
5
応
募
の
ご
準
備
を

11
月
に
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
優
劣
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト

で
は
な
く
、
生
活
に
潤
い
を
与
え
、

人
が
生
き
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
緑
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

て
も
ら
う
写
真
展
で
す
。
今
か
ら
応

募
作
品
撮
影
の
ご
準
備
を
。

①
テ
ー
マ

「日
野
の
四
季
j

日
野
の
自
然
が
み
せ
る
四
季
折
々

の
姿
、
緑
の
あ
る
生
活
・
風
景
が
テ

ー
マ
で
す
。
サ
イ
ズ
は
四
ツ
切
り
、

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
で
す
。

②
テ
ー
マ

「わ
が
家
の
緑
j

身
近
な
わ
が
家
の
植
物
、
花
壇
、

生
け
垣
な
ど
の
緑
が
テ
ー
マ
で
す
。

サ
イ
ズ
は
サ
ー
ビ
ス
判
で
す
。

以
上
▽
問
合
せ
先
11
閲
日
野
市
環

境
緑
化
協
会

(6
5
8
5
.
4
7
4
0
)

／
市
緑
と
清
流
課

を十ノ，
 
ヵ出おてれわ誘-」圏春▲

.
 

4
月
27
日
出
午
前
9
時
30
分
S
正

午
※
雨
天
実
施
／
南
平
丘
陵
公
園
※

管
理
棟
前
集
合
／
指
導
は
元
み
ど
り

の
推
進
委
員
日
野
地
区
会
／
50
円

（
保
険
料
）
※
ハ
イ
キ
ン
グ
に
適
す

る
服
装
、
靴
で
参
加
を
／
緑
と
清
流

課
緑
政
係

■生
け
垣
講
習
会

こ
れ
か
ら
生
け
垣
を
作
る
方
、
既

に
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
作
り

方

・
手
入
れ
方
法
な
ど
を
実
技
指
導

を
交
え
て
解
説
し
ま
す
。

4
月
13
日
出
午
前
10
時
S
正
午
※

g冒
i
万
三〗
臼
臼
に
。
。二二
言
讐
』
尋8

5
-

G
-0

圃
。
。
。こ
o
o
o
o
o
x一
五

x
o△
伏

』

年

堕

閏

g
o

3
 

塁

日

野

山

荘

―

1
0
0
0
0

k-0
0
0
0
0
0
に

■写
生
会
・
撮
影
会
「
京
王
多
摩
動

物
園
線
を
飾
ろ
う
」

京
王
多
摩
動
物
園
線
の
車
内
に
作

品
を
展
示
し
ま
せ
ん
か
？

4
月
20
日

g午
前
9
時
30
分
ー
午

後
1
時
こ
ろ
※
午
後
は
自
由
行
動
／

多
摩
テ
ッ
ク
集
合

・
解
散
／
各
自
写

生

・
写
真
撮
影
を
行
い
作
品
を
提

出
。
作
品
は
5
月
中
旬
S
下
旬
に
多

摩
動
物
園
線
の
車
内
に
展
示
／
市
内

在
住

・
在
勤
・
在
学
者
／

300
人
※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
／
画
材

（
絵
具
・
ク
レ

ヨ
ン
等
）
、
カ
メ
ラ
竺

持
参
※
画
用
紙
は
用
意
し
ま
す
／
4

月
12
日
釦
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
「
写
生
会

希
望
」
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
（
子
ど

も
は
学
年
・
大
人
は
続
柄
）
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

1
9
1
1
8
6

8
6
日
野
市
役
所
生
涯
学
習
課
ヘ

■青
少
年
事
業
「
み
ん
な
で
つ
く
る
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
5
①
台
本
を
つ
く
ろ
う
」

演
劇
に
歌
や
音
楽
、
ダ
ン
ス
な
ど

様
々
な
こ
と
が
で
き
る
ミ
ュ

ー
ジ
カ

ル
。
そ
の
台
本
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

そ
し
て
年
末
に
は
、
そ
の
台
本
を
も

と
に
、
小
・
中
学
生
と

一
緒
に
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
を
発
表
し
ま
し
ょ
う
。

月
2
回
程
度
土
曜
日
の
夜
／
中
央

公
民
館
／
指
導
は
大
多
和
勇
氏
（
演

■日
野
農
産
物
直
売
所
の
営
業
日
が

4
月
か
ら
週
6
日
に

万
願
寺
の
日
野
税
務
署
西
側
に
あ

る
日
野
農
産
物
直
売
所
の
営
業
日

が
、
4
月
か
ら
週
6
日
に
拡
大
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

毎
週
月
曜
S
土
曜
日
の
午
前
10
時

S
午
後
4
時
※
祝
日
も
営
業
／
主
な

品
目
は
日
野
特
産
フ
ァ
ー
ス
ト
ト
マ

ト
、
季
節
の
野
菜
、
花
の
苗
ほか
／
同
直

売
所

(
6
5
8
3
.
2
1
1
5
)

’

~

—
_
―
―
-,―
-
＿
一

．
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●幼児の日日程表

も三：誓：：ロ
1歳児(36組）

みさゎ児童館
ft59l~3456 

`
9
,

＇‘
,'
 

1

9

9

 

2歳児(36組）

3歳児(36組）

2歳児(32組）

3歳児(32組）

3歳児(25組）

2歳児(42組）

3歳児(36組）

日程・時問
水曜日
①l 0:00~ l l :00 
②l]:]5~]2:15 
木曜日
l Q:30~ l l :30 
水曜日
l 0:00~ l l :OO 
木曜日
l 0:00~ 11 :OD 
第2•第4木躍日
10:00~ 11:00 
第1第3木躍日
10:00~11:oo 
水曜日
10:00~ll:OO 
木曜日
1 o:oo~ 11 :oo 
木曜日
11 :00~ 12:00 
木曜日
9:50~ 10:50 
木曜日
10:00~11:oo 
水曜日
1 o:oo~ 11 :oo 

■自
然
観
察
会
「
自
然
の
恵
み
に
ふ

れ
合
お
う
」

春
の
野
草
や
若
芽
が
萌
え
る
中
を

散
策
し
ま
す
。
観
察
の
後
は
室
内
で

の
講
義
で
す
。

■児
童
館
「
幼
児
の
日
」

乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、
年

間
登
録
制
で
月
2
S
3
回
程
度
活
動

し
ま
す
。お
子
さ
ん
に
集
団
生
活
を
経

中
級

（初
級
修
了
者
か

2
年
程
度
の

手
話
学
習
経
験
者
、
年
37
回
）
、
上

級
（
中
級
修
了
者
か
同
程
度
の
能
力

を
持
ち
、
手
話
通
訳
者
を
目
指
す
方
、

年
30
回
）
※
い
ず
れ
も
市
内
在
住

・

在
勤

・
在
学
の
高
校
生
以
上
／
各
40

人
※
上
級
は
20
人
。
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
／
テ
キ
ス
ト
・

資
料
代
等

実
費
／
4
月
12
日
⑤
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

面
に
希
望
ク
ラ
ス
（
初
級
は
昼
問
か

夜
間
を
）
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
、
電
話

・
F
A
X

番
号
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
職
業
ま

た
は
学
校
名
（
所
在
地
）
、
受
講
動

機
、
障
害
の
あ
る
方
は
そ
の
旨
、
中

級
は
手
話
経
験
年
数
、
上
級
は
地
域

活
動
の
経
歴
を
記
入
し
、
〒

1
9
1
|

0
0
1
1
日
野
本
町
7
の
5
の
23
日

野
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
6
5
8
2
.

2
3
1
9
)

へ

小
雨
実
施
／
⑱
日
野
市
環
境
緑
化
協

会
事
務
局
（
日
野
中
央
公
園
南

側
）
／
20
人
（
先
着
順）

／
軍
手
持

参
※
作
業
に
適
し
た
服
装
で
参
加

を
／
緑
と
清
流
課
緑
政
係
へ
申
込

■高
齢
者
市
民
（
う
や
も
た
サ
ロ
ン
）

企
画
「
普
通
の
市
民
が
敦
え
る
簡
単

庭
木
の
手
入
れ
」

4
月
17
日
S

5
月
15
日
の
毎
週
水

曜
日
午
前
10
時
S
正
午
／
中
央
公
民

せ
ん
て
い

館ほか
／
道
具
の
扱
い
方
、
整
枝
剪
定

※
実
習
あ
り
／
指
導
は
渋
市
貞
雄

氏
／
初
心
者
／
15
人
／
中
央
公
民
館

（空
5
8
1
.
7
5
8
0
)

へ
申
込

■バ
ラ
エ
テ
ィ
サ
ロ
ン
「
バ
デ
ィ
＆

ブ
リ
ジ
ッ
ト
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
音
楽
」

4
月
20
日
山
午
後
2
時
S

3
時
30

分
／
中
央
公
民
館
／
守
安
功
（
フ
ル

ー
ト
、
ホ
イ

ッ
ス
ル
）
と
守
安
雅
子

（
コ
ン
サ
ー
テ
ィ
ー
ナ
、
ア
イ
リ

ッ

シ
ュ
・
ハ
ー
プ
）
の
演
奏
「
サ
lJ

ー
・
ガ
ー
デ
ン
ズ
」

記
／
70
人
／
事

前
申
込
制
で
未
就
学
児

(
0
歳
児
を

除
く
）

8
人
の
保
育
あ
り
／
中
央
公

民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)
へ
申
込

■公
民
館
映
画
会
「
わ
が
心
の
銀
河

鉄
道
5
宮
沢
賢
治
物
語
」

敬
愛
す
る
父
と
の
聴
藤
、
愛
す
る

妹
の
死
、
農
村
改
良
運
動
や
芸
術
の

道
を
進
む
友
人
た
ち
の
交
流
…
。
岩

手
県
花
巻
の
自
然
と
そ
こ
に
生
き
た

青
年
・
賢
治
を
美
し
い
童
話
の
イ
メ

ー
ジ
を
織
り
ま
ぜ
て
描
く
。

4
月
27
日
出
午
前
10
時
と
午
後
2

時
か
ら
の

2
回
／
中
央
公
民
館
／
各

回
60
人
／
事
前
申
込
制
で
未
就
学
児

(0
歳
児
を
除
く
）

8
人
の
保
育
あ

り
／
中
央
公
民
館

(
6
5
8
1
.
7
5

8
0
)

へ
申
込

劇
企
画
く
す
の
き
代
表
）

／
高
校
生

以
上
25
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
／
15
人

※
4
月
13
日
出
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
参
加
の
こ
と
／
中
央
公
民
館

(6
5
8
1
.
7
5
8
0
)
へ
申
込

あさひがおか児童館 2歳児(20組）んで583~943L46 ~' ニ
2歳児(25組）

■土
曜
日
を
新
た
に
開
館
し
ま
す
S

4
図
書
館
で

多
摩
平
児
童
図
書
館
、
多
摩
平
図

書
館
、
平
山
図
書
館
は
、
土
曜
日
も
開

館
し
ま
す
。
ま
た
、
百
草
台
児
童
図

書
館
は
、
月
曜
・
水
曜
・
土
曜
日
が

開
館
日
に
な
り
ま
す
（
午
後
2
時
S

5
時
）
。
な
お
、

4
月
29
日
⑰
は
祝

日
の
た
め
、
図
書
館
は
お
休
み
で
す
。

（
中
央
図
書
館
6
5
8
1
.
7
3
5
4
)

■日
野
市
障
害
者
訪
問
学
級
生
募
集

学
習
意
欲
が
あ
っ
て
も
学
ぶ
機
会

の
少
な
い
義
務
教
育
修
了
後
の
在
宅

障
害
者
や
長
期
療
養
中
の
方
に
、
学

習
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
家
庭
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

来
年
3
月
ま
で
／
ワ
ー
プ
ロ
、

一

般
教
養
、

書
道

g
※
年
間
3
講
座
以

内
、
1
講
座
年
70
時
間
以
内
、
1
回
2

時
間
／
4
月
12
日
函
ま
で
に
生
涯
学

習
課
へ
申
込

■4
月
の
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
5
会
場

は
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
前
庭

①
廃
食
油
石
け
ん
販
売
…

11
日

困
午
後
1
時
S

2
時
※
担
当
は
日
野

第

一
生
活
学
校
⑦
資
源
回
収
…
11
日

困
•
2
5
日

困
午後
1

時
S
3

時
※
担

当
は
市
民
自
治
学
園
O
B
会
／
市
生

活
課

(
6
5
8
1
.
4
1
1
2
)

験
さ
せ
た
い
方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス
・
開
催
日
時
等
は
左
表
の

と
お
り
／
4
月
3
日
因
生
前
9
時
30

分
S

6
日
出
午
後
5
時
に
各
児
童
館

へ
ハ
ガ
キ
（
表
面
に
住
所
、
氏
名
を

記
入
）
を
持
参
し
て
申
込
を
※
全
館

で
1
コ
ー
ス
の
み
。
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
ひ
ら
や
ま
児
童
館
3
歳

児
コ
ー
ス
の
み
先
着
順
（
ハ
ガ
キ
不

要）▼
今
月
の
児
童
館
活
動
は
問
い
合
わ

せ
を■図
書
館
の
お
は
な
し
会

4
月
3
日
困
・

17
日
叩
・
・
・
高
幡
図

書
館

(
6
5
9
1
.
7
3
2
2
)
／

10

日
困
：
中
央
図
書
館

(6581
.
7

3
5
4
)
／
24
日
因
…
多
摩
平
児
童

図
書
館

(
6
5
8
1
.
4
7
4
4
)
／

午
後
3
時
か
ら
…
幼
児
、

3
時
40
分

か
ら
…
小
学
生
以
上

■体
育
施
設
5
月
利
用
分
抽
選
日
程

体
育
施
設
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
が

本
稼
動
し
、

5
月
利
用
分
か
ら
ロ
ビ

ー
端
末
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト、

i
モ

ー
ド
に
よ
る
予
約
に
な
り
ま
す
。

対
象
施
設
：
・
市
民
陸
上
競
技
場

（
会
議
室
含
む
）
、
市
内
各
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
南
平
体
育
館
、

市
民
プ
ー
ル
を
除
く
）

／
受
付
日
程

…
抽
選
申
込
は

7
日
⑪
ま
で
、
抽
選

結
果
確
認
は

10
日
g
s
1
7
日
困
、
空

き
施
設
の
随
時
予
約
は
18
日
困
S
使

用
前
日
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
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今年度実施予定の事業は次のとおり

ぉ
です。＇予防接種や

日程や卸易は、そ都度OE報ひの」でお知
「保健医療」のコーナーをこ覧ください。｀

妊娠の届け出受け付 市役所1階市民課・ ペ

け、母子健康手帳の 豊田駅連絡所・
交付 七生支所で

妊婦健康診査
個別に医療機関で
受診

ンJ
 
クル
G

オ

ベ
C

リ

ツ

B

ポ

集
団
接
種

三種混合

（ジフテリア、百日
せき、破傷風 ） 

5 月・ 7 月• 9月・ 11月・ 1月・ 3月に実施
3カ月以上4歳未満 (3カ月児に通知）で、ツベルクリン反応検査が陰性
のお子さんにBCG接種

4月・ 6月・ 10月・ 12月・ 2月に実施
3カ月以上7歳6カ月未満児 (3カ月児に通知）に、 6週間以上の間隔を
あけて2回接種

初回接種… 3カ月以上7歳6カ月未満児 (3カ月児に通知）
追加接種…7歳6カ月未満児（初回接種から 1年～1年6カ月で接種。

1歳3カ月児に通知）

妊産婦訪問
若年・高年・多胎等の初妊婦家庭へ助産師・
保健師が訪問、相談

百日せきにかかった方、医師が三種混合を不適当と認めた方

二種混合
第 1期 初回接種… 3カ月以上7歳6カ月未満児

ソフT ) 
（`‘`ー炉 追加接種…7歳6カ月未満児（初回接種から 1年～ 1年6カ月で接種）

破傷風 )1第 2期 1小芦昇塁醤髯言ニ昆嬰接種
麻しん | 1歳以上7歳6カ月未満児 (1歳児に通知）

①1歳以上7歳6カ月未満児 (l歳児に通知）
②昭和54年4月2日～昭和62年10月1日に生まれた14歳以上の方

第 1期
初回接種…3歳以上7歳6カ月未満児 (3歳児に通知）

日本脳炎 1第2期 1口:?::門冒:；;。1::;;：ごごほで接種可）
第 3期中学2年生 (14歳で通知。 16歳未満まで接種可）

風しん

新生児訪問 生後60日以内の第1子等のいる家庭へ助産師
・保健師が訪問、相談

妊産婦・乳幼児保健
指導 生活保護世帯または住民税等非課税世帯の妊

産婦・乳児を対象
※健康課へ申請を

母子栄養食品の支給

内 a容

生活習慣病健診（注） I 6月27庄 7月8日（予定）に七生公会堂、生活・
（旧成人病健診） 保健センターで

①6月～7月②10月～11月③1月～2月に生活
・保健センターで

高齢者誕生月健診（注）l誕生月とその翌月に指定医療機関で

骨粗しょう症健診

35歳～64歳の方

20歳～69歳の女性

65歳以上の方（通知
制、申し込み不要）

結核健康診断

離乳食教室 毎月 1回4~5カ月児とその保護者を対象に
栄養士の話とグループワーク、試食など

4歳未満の乳幼児とその保護者を対象に健康
教育・指導・健診等（毎月7回）

乳幼児歯科相談

乳幼児とその保護者を対象に仕上げ磨きの方
法など（毎月3回・予約制）

乳児歯科保健講演会 I市内の各幼稚園、保育園を対象に申し込み制
で歯科医が講演

大腸がん検診

が胃がん検診

ん 子宮がん検診

検□玩五
診
肺がん検診

簸餓がん検診

5月7日～18日（予定）
1次…地区センターなどで
2次…生活・保健センターで

生活習慣病健診・高齢者誕生月健診時に便潜血検査を実施

16歳以上の方
(l次は申し込み不要）

10月、 4月（平成15年）
生活・保健センター、福祉支援センターで

35歳以上の方

6月中旬～7月（前期）、1月下旬～3月中旬（後期）に
指定医療機関で |30歳以上の女性

11月に指定医療機関で

11月下旬～12月上旬に生活・保健センターまたは福
祉支援センターで |40歳以上の方

10月に指定医療機関で

（注）今年度から健診にB型 •C型肝炎ウイルス検査が追加されました。対象者は、①40歳～70歳までの5歳刻みの方②41
歳以上の方で健診の結果GPTの数値が36~451U/Qの方と過去に肝機能異常を指摘された方です。

健康手帳の交付 I随時 40歳～64歳の方 健康管理のための手帳を健康課で交付 高脂血症予防クッキング教室 2月5日、3月19日| 

体験シェイプアップコース 1①②91612~~月月46130519・歳歳月3月月月以～（（・全全（10上年610104月5歳回回回・） ） ） 

| l栄養士の話、実技

結上基必果本で要健運かな動康方ら4診指に0通導査歳知以がの

骨粗しょう症予防クッキング教室 12月4日、2月27日

運合動わ指導プログラムに
＇一般の方

せての実技指導 腰痛予防教室 lO月11日 1 I理学療法士の話、実技指導

健康相談（個別）
随時（電話予約を）1 I保生健士師等、栄養士、談歯科衛

高血圧予防教室 10月28日・29日 訪問指導 随時 1問い合わせを 1 の話、相

さわやかヘこルなシるー方教へ室） 5月28日・30日
保実健技指師導・栄養士の話、

乳房自己触診法教室 6月3日 女性 I保健師の話、実技指導
（体重が気I

肺がん予防教室 11月下旬～12月上旬 40歳以上の方 保健師の話、健康相談 かかりつけ歯科医の紹介 寝障害た者きりのの方方や 科訪問医歯師科を診紹療介のできる歯

科指歯科衛導生等医士師による検口診腔衛、生歯 随時
主上るとの15し方人てで以4構上0歳成の以すグ 市師衛実生技内の講の士指希演望、栄健す養師る場士の所話、歯で科医

成人歯科予防教室 I年10回 | I による
市民健康教室

導、保等 師 、

高齢者クッキング教室 11月7日 栄養士の-話/、実技
II I ，ループ

毎月第2・4金曜日
食生活相談（個別） 13:30,..._, 16:00 

I又はヽ u己ヽ IIはつらっ 概^JI ね65歳以上で 体操、レクリエーションその他随時（電話予約）一般の方 毎火月第l・ 3 
の護方保、介険非護該予当 交会場流など

I 惰因~ IIリハピリクラブ
曜日

は生活団・保地健集セ会ン所タヘルシークッキング教室 6月4日、10月3日 13:30,..__, 15:0Q を必要とする方防・, ー、多摩平
'"" 

糖尿病予防栄養教室 4月23日、5月29日


